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森から世界を変える
特 集　森林保全
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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。
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応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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どにより、多くの生物が絶滅の危機に
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上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。
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ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development
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　COP21とは、今年12月にフラン
ス・パリで開催予定の「国連気候変
動枠組条約第21回締約国会議」
のこと。第一回会議であるCOP１
は、1992年に採択された気候変動
枠組条約に基づいて1995年に開
催された。産業界や環境保護団
体、研究所などのオブザーバーも含
めると、毎回3,000人以上が一同
に会する。
　現在、各国はCOP21で決定され
る2020年以降の新しい温暖化対
策の枠組みづくりに向けて、2025
年と2030年の温暖化対策の目標
案を国連に提出している。日本は
2030年までに、1990年比で国内
の温室効果ガス排出量を40～50
％削減することを表明済みだ。

COP21ってなあに？

-1,000
-800
-600
-400
-200
0

200
400

南米

-1,000
-800
-600
-400
-200
0

200
400

-1,000
-800
-600
-400
-200
0

200
400

-1,000
-800
-600
-400
-200
0

200
400

-1,000
-800
-600
-400
-200
0

200
400

-1,000
-800
-600
-400
-200
0

200
400

出典：国連気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
　　 第５次評価報告書第３作業部会報告書政策決定者向け要約

CO2換算
490億トン 電力・熱 25.0

農林業・土地利用 
24.0

建築 6.4

運輸 14.0

産業 21.0

その他エネルギー 9.6

出典：国際連合食糧農業機関（FAO）「世界森林資源評価2010」
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気候変動を緩和する森が
失われつつある

ガボンのゴリラ。
生物多様性を守る森　

植林した木々は将来、材木となり
人々の生活を支える

世界の森林面積の変化（地域別）

部門別温室効果ガス排出量（2010）

農林業・土地利用部門からの
排出量は、運輸部門より多い

　
松
本
セ
ン
タ
ー
長
は
「
適
切
な
対
策
を

立
て
、
森
林
を
守
る
た
め
に
は
、
各
国
で

な
ぜ
森
林
が
減
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
多
く
の
場
合
、
森

が
失
わ
れ
る
原
因
は
農
業
開
発
で
す
が
、

他
に
も
内
戦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

あ
る
の
で
す
。
森
の
代
わ
り
に
植
え
ら
れ

る
換
金
作
物
も
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
だ
け
で
な

く
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
ゴ
ム
の
木
な
ど
、
国
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。

　
そ
も
そ
も
、
森
が
切
り
開
か
れ
、
農
地

が
作
ら
れ
る
の
も
、
そ
こ
に
食
料
や
現
金

収
入
な
ど
の
需
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
現
地

住
民
の
需
要
や
生
計
維
持
と
森
林
保
護
の

折
り
合
い
を
ど
こ
で
つ
け
る
か
は
簡
単
で

は
な
い
。
日
本
を
含
め
た
各
国
は
、
お
互

い
が
納
得
で
き
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
森
を
守
る
こ
と
で
、
人
の
暮
ら
し
と
、

世
界
の
環
境
を
変
え
て
い
く
。
未
来
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

世界の陸地の３割を占める森。
その面積は開発途上国を中心に年々減りつつある。

とはいえ、多くの人々が森を生活の糧にしていることも事実だ。
人々の生活と森の保全を両立するために、

私たちには何ができるだろうか。

森から世界を変える

森
を
守
る
メ
リ
ッ
ト
を

作
り
出
す

っ
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
違
法
伐
採

を
食
い
止
め
る
た
め
に
農
家
の
生
活
向
上

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
立
て
た
こ

と
が
成
果
を
上
げ
、
森
林
の
減
少
に
歯
止

め
が
掛
か
っ
て
い
る
。

　「
先
進
国
が
協
力
し
て
開
発
途
上
国
に

森
を
守
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
す
る

〝
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
〞
の
推
進
は
、
先
進
国
と

開
発
途
上
国
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
方
に
負
担

を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
森
林
保

護
を
支
え
合
う
と
い
う
考
え
方
は
、
世
界

中
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
」
と
、

森
林
総
合
研
究
所
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
長
の
松
本
光
朗
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
は
説
明
す
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
保
護
し
た
森
林
の
広
さ
・

食
い
止
め
た
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
い
っ

た
成
果
の
正
確
な
計
測
や
、
そ
れ
に
対
応

し
た
適
切
な
支
払
い
査
定
は
、
技
術
的
に

は
複
雑
だ
。
そ
こ
で
、
日
本
で
は
計
測
・

評
価
法
を
ま
と
め
た
資
料
の
作
成
や
技
術

的
な
支
援
を
行
い
、
各
国
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　
森
林
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
温
暖
化
対

策
に
な
る
と
同
時
に
、
生
物
多
様
性
の
維

持
や
、
地
元
の
人
た
ち
が
森
を
利
用
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
便
益
の
保
全
に
つ
な
が

る
が
、
そ
の
効
果
は
間
接
的
で
、
長
期
的

な
も
の
だ
。
森
を
切
り
開
か
な
い
こ
と
で

経
済
的
な
支
援
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
開

発
途
上
国
に
と
っ
て
も
森
林
を
保
全
す
る

直
接
的
で
、
短
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
、
国
土
の
７
割
を
占

め
る
森
は
身
近
な
存
在
だ
。
古
来
か
ら
里

山
と
し
て
人
間
の
生
活
に
密
着
し
て
き
た

森
。
だ
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
人

が
増
え
る
に
つ
れ
て
切
り
開
か
れ
、
森
の

面
積
は
次
第
に
減
っ
て
き
て
い
る
。

　
熱
帯
雨
林
の
減
少
そ
の
も
の
は
、
す
で

に
１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

開
発
途
上
国
が
経
済
成
長
を
目
指
し
、
ま

た
、
先
進
国
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、

国
ぐ
る
み
で
森
林
を
開
発
し
て
い
た
か
ら

だ
。
そ
の
代
表
と
も
言
え
る
の
が
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
だ
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
か
ら
採
れ
た
パ
ー

ム
油
は
、
こ
の
時
期
、
私
た
ち
が
よ
く
食

べ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
多
く
の
加

工
食
品
の
材
料
と
な
る
ほ
か
、
最
近
は
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
も
使
わ
れ

る
な
ど
、
需
要
が
大
き
い
。

　
世
界
の
森
林
の
減
少
の
う
ち
、
８
割
は

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
地
域
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
３
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
泥
炭
湿
地
に

蓄
え
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
が
、
ア
ブ
ラ
ヤ

地
球
温
暖
化
が

も
た
ら
し
た
危
機
感

シ
栽
培
の
た
め
の
干
拓
に
よ
っ
て
放
出
さ

れ
る
と
い
う
問
題
も
起
き
て
い
る
。

　
一
方
、
先
進
国
で
唯
一
、
森
林
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
乾
燥
の
進
行
で

山
火
事
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
当
初
は
森
林
の
減
少
だ
け
が
話
題
に
な

っ
て
い
た
が
、
地
球
温
暖
化
が
国
際
的
な

問
題
と
な
っ
た
結
果
、
森
林
破
壊
の
環
境

へ
の
負
の
影
響
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
森

林
を
開
拓
し
て
畑
を
作
れ
ば
、
森
林
が
吸

収
し
て
い
た
二
酸
化
炭
素
を
野
に
放
つ
こ

と
に
な
る
。
１
９
９
０
年
代
で
は
、
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
２
割
は
森
林
破
壊

が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
二
酸
化
炭
素
を

は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
放
出
を

減
ら
す
た
め
に
森
の
保
全
が
不
可
欠
だ
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
と
は
い
え
、
農
業
へ
の
依
存
度
が
高
い

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
、
森
の
伐
採
・
開

発
は
経
済
的
な
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
い

る
。
単
純
に
開
発
を
非
難
し
た
り
、
禁
止

し
た
り
す
る
だ
け
で
は
、
一
方
的
に
不
利

益
を
強
い
ら
れ
る
開
発
途
上
国
側
の
反
発

を
あ
お
る
ば
か
り
だ
。

　
そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
森
を
守

る
こ
と
に
対
価
を
与
え
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
」

の
手
法
だ
。
実
際
に
、
森
林
減
少
が
止
ま

取材協力：国立研究開発法人 森林総合研究所 REDD 研究開発センター長 松本 光朗氏

地域で異なる　　の現状
世界的には、森林面積の減少傾向は鈍化しているが、地域による偏りが大きい。

アジアが植林で面積を増やしている一方、
アフリカや南米では大規模な減少が続いている。

森

特集  森林保全
森から世界を変える

し
ん

特集　森林保全

REDD＋とは
開発途上国の森林保全や二酸化炭素排出削減の取り組みに対し、
先進国が経済的な見返りを提供する仕組み。日本では2014年、民
間企業・団体、政府機関などが協力してREDD＋を推進するための
「森から世界を変えるＲＥＤＤ＋プラットフォーム」を設立。理解促進、
情報発信、ビジネスモデルの構築の三つを柱とした活動を進めている。
■ウェブサイト：http://www.reddplus-platform.jp/
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て
、
森
林
を
守
る
た
め
に
は
、
各
国
で

な
ぜ
森
林
が
減
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
多
く
の
場
合
、
森

が
失
わ
れ
る
原
因
は
農
業
開
発
で
す
が
、

他
に
も
内
戦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

あ
る
の
で
す
。
森
の
代
わ
り
に
植
え
ら
れ

る
換
金
作
物
も
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
だ
け
で
な

く
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
ゴ
ム
の
木
な
ど
、
国
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。

　
そ
も
そ
も
、
森
が
切
り
開
か
れ
、
農
地

が
作
ら
れ
る
の
も
、
そ
こ
に
食
料
や
現
金

収
入
な
ど
の
需
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
現
地

住
民
の
需
要
や
生
計
維
持
と
森
林
保
護
の

折
り
合
い
を
ど
こ
で
つ
け
る
か
は
簡
単
で

は
な
い
。
日
本
を
含
め
た
各
国
は
、
お
互

い
が
納
得
で
き
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
森
を
守
る
こ
と
で
、
人
の
暮
ら
し
と
、

世
界
の
環
境
を
変
え
て
い
く
。
未
来
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

世界の陸地の３割を占める森。
その面積は開発途上国を中心に年々減りつつある。

とはいえ、多くの人々が森を生活の糧にしていることも事実だ。
人々の生活と森の保全を両立するために、

私たちには何ができるだろうか。

森から世界を変える

森
を
守
る
メ
リ
ッ
ト
を

作
り
出
す

っ
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
違
法
伐
採

を
食
い
止
め
る
た
め
に
農
家
の
生
活
向
上

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
立
て
た
こ

と
が
成
果
を
上
げ
、
森
林
の
減
少
に
歯
止

め
が
掛
か
っ
て
い
る
。

　「
先
進
国
が
協
力
し
て
開
発
途
上
国
に

森
を
守
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
す
る

〝
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
〞
の
推
進
は
、
先
進
国
と

開
発
途
上
国
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
方
に
負
担

を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
森
林
保

護
を
支
え
合
う
と
い
う
考
え
方
は
、
世
界

中
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
」
と
、

森
林
総
合
研
究
所
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
長
の
松
本
光
朗
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
は
説
明
す
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
保
護
し
た
森
林
の
広
さ
・

食
い
止
め
た
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
い
っ

た
成
果
の
正
確
な
計
測
や
、
そ
れ
に
対
応

し
た
適
切
な
支
払
い
査
定
は
、
技
術
的
に

は
複
雑
だ
。
そ
こ
で
、
日
本
で
は
計
測
・

評
価
法
を
ま
と
め
た
資
料
の
作
成
や
技
術

的
な
支
援
を
行
い
、
各
国
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　
森
林
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
温
暖
化
対

策
に
な
る
と
同
時
に
、
生
物
多
様
性
の
維

持
や
、
地
元
の
人
た
ち
が
森
を
利
用
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
便
益
の
保
全
に
つ
な
が

る
が
、
そ
の
効
果
は
間
接
的
で
、
長
期
的

な
も
の
だ
。
森
を
切
り
開
か
な
い
こ
と
で

経
済
的
な
支
援
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
開

発
途
上
国
に
と
っ
て
も
森
林
を
保
全
す
る

直
接
的
で
、
短
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
、
国
土
の
７
割
を
占

め
る
森
は
身
近
な
存
在
だ
。
古
来
か
ら
里

山
と
し
て
人
間
の
生
活
に
密
着
し
て
き
た

森
。
だ
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
人

が
増
え
る
に
つ
れ
て
切
り
開
か
れ
、
森
の

面
積
は
次
第
に
減
っ
て
き
て
い
る
。

　
熱
帯
雨
林
の
減
少
そ
の
も
の
は
、
す
で

に
１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

開
発
途
上
国
が
経
済
成
長
を
目
指
し
、
ま

た
、
先
進
国
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、

国
ぐ
る
み
で
森
林
を
開
発
し
て
い
た
か
ら

だ
。
そ
の
代
表
と
も
言
え
る
の
が
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
だ
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
か
ら
採
れ
た
パ
ー

ム
油
は
、
こ
の
時
期
、
私
た
ち
が
よ
く
食

べ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
多
く
の
加

工
食
品
の
材
料
と
な
る
ほ
か
、
最
近
は
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
も
使
わ
れ

る
な
ど
、
需
要
が
大
き
い
。

　
世
界
の
森
林
の
減
少
の
う
ち
、
８
割
は

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
地
域
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
３
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
泥
炭
湿
地
に

蓄
え
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
が
、
ア
ブ
ラ
ヤ

地
球
温
暖
化
が

も
た
ら
し
た
危
機
感

シ
栽
培
の
た
め
の
干
拓
に
よ
っ
て
放
出
さ

れ
る
と
い
う
問
題
も
起
き
て
い
る
。

　
一
方
、
先
進
国
で
唯
一
、
森
林
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
乾
燥
の
進
行
で

山
火
事
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
当
初
は
森
林
の
減
少
だ
け
が
話
題
に
な

っ
て
い
た
が
、
地
球
温
暖
化
が
国
際
的
な

問
題
と
な
っ
た
結
果
、
森
林
破
壊
の
環
境

へ
の
負
の
影
響
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
森

林
を
開
拓
し
て
畑
を
作
れ
ば
、
森
林
が
吸

収
し
て
い
た
二
酸
化
炭
素
を
野
に
放
つ
こ

と
に
な
る
。
１
９
９
０
年
代
で
は
、
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
２
割
は
森
林
破
壊

が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
二
酸
化
炭
素
を

は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
放
出
を

減
ら
す
た
め
に
森
の
保
全
が
不
可
欠
だ
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
と
は
い
え
、
農
業
へ
の
依
存
度
が
高
い

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
、
森
の
伐
採
・
開

発
は
経
済
的
な
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
い

る
。
単
純
に
開
発
を
非
難
し
た
り
、
禁
止

し
た
り
す
る
だ
け
で
は
、
一
方
的
に
不
利

益
を
強
い
ら
れ
る
開
発
途
上
国
側
の
反
発

を
あ
お
る
ば
か
り
だ
。

　
そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
森
を
守

る
こ
と
に
対
価
を
与
え
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
」

の
手
法
だ
。
実
際
に
、
森
林
減
少
が
止
ま
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　　Pau brasil

（
パ
ウ
・
ブ
ラ
ジ
ル
）
と

は
何
か
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
別
名
ブ
ラ

ジ
ル
ボ
ク
の
名
を
持
つ
パ
ウ
・
ブ
ラ
ジ

ル
は
、
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幹
の

直
径
１
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
高
木
で
、

ブ
ラ
ジ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
赤
い
色
素
が

採
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
リ
ン
は
、
も
と
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
「
b
r
a
s
a（
燃
え
る

よ
う
に
赤
い
）」
が
語
源
だ
と
さ
れ
る
。

こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
ボ
ク
が
生
い
茂
る
地
が

「
ブ
ラ
ジ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
。

衛星画像で捉えた伐採の
現場をヘリコプターで上空
から確認する小野さん

フィールドミュージアムのイメージ図

栽培から20年たったアグロフォレストリーの農場。すっかり森が広がっている

保護したアマゾンマナティーを野生へ戻す。放流時には地域住民への啓発も行い、希少生物保全への理解を求めている

ALOSの衛星画像で確認するフィッシュボーン（上）と実際の伐採現場（下）

マ
ゾ
ン
を
歩
い
て
い
る
捜
査
官
も
携
帯

電
話
で
画
像
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
違
法
伐
採
を
地
上
で
摘
発
す
る

た
め
の
効
果
的
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　
ア
マ
ゾ
ン
の
違
法
伐
採
を
取
り
締
ま

る
の
は
、
森
林
伐
採
の
許
認
可
権
を
持

つ
「
ブ
ラ
ジ
ル
環
境
・
再
生
可
能
資
源

院
（
I
B
A
M
A
）」
や
「
連
邦
警
察
」。

小
野
さ
ん
は
I
B
A
M
A
や
連
邦
警
察

の
職
員
、
延
べ
30
人
に
衛
星
画
像
の
読

み
方
を
指
導
し
、技
術
者
を
育
成
し
た
。

　「
森
林
に
大
き
く
変
化
が
あ
っ
た
部

分
に
は
色
が
付
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

魚
の
骨
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
は
、

そ
の
名
も
〝
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
〞
と

呼
ば
れ
、
伐
採
が
起
き
て
い
る
と
こ
ろ

を
示
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
小
野
さ

ん
は
衛
星
画
像
を
片
手
に
説
明
す
る
。

「
研
修
に
参
加
し
た
職
員
た
ち
は
、
も

と
も
と
I
T
に
強
く
、
理
解
す
る
の
に

時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
年

間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
中
は
、
毎

年
日
本
で
の
研
修
も
行
い
、
週
末
に
は

一
緒
に
ス
キ
ー
に
も
行
き
ま
し
た
。
南

米
ら
し
い
陽
気
な
メ
ン
バ
ー
に
囲
ま

れ
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
」
と
小
野
さ

ん
は
目
を
細
め
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
も
あ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
近
年
、
森
林
減
少
の
ペ
ー

ス
が
著
し
く
鈍
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

技
術
を
身
に
付
け
た
I
B
A
M
A
や
連

邦
警
察
の
職
員
ら
は
、
南
米
に
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
技
術
を
広
げ
る
べ

く
、
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
近
隣
諸
国
で
講
習

を
開
い
て
い
る
と
い
う
。
現
在
、

A
L
O
S
は
人
工
衛
星
と
し
て
の
役
割

を
終
え
て
い
る
が
、
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
昨
年
５
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

A
L
O
S
２
に
引
き
継
が
れ
る
。
漆
黒

の
宇
宙
で
は
、
A
L
O
S
２
が
静
か
に

そ
の
時
を
待
っ
て
い
る
。

　
視
点
を
地
上
に
戻
し
て
み
よ
う
。
ア

マ
ゾ
ン
中
心
部
に
位
置
す
る
マ
ナ
ウ
ス

市
周
辺
は
、
特
に
多
様
な
生
態
系
が
存

在
す
る
野
生
生
物
の
宝
庫
だ
。し
か
し
、

都
市
の
急
速
な
拡
大
に
よ
り
、
森
の
消

失
と
と
も
に
多
く
の
生
き
物
が
す
み
か

を
追
わ
れ
て
い
る
。

　「
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
な
が

ら
、
マ
ナ
ウ
ス
の
人
々
は
地
元
の
自
然

や
動
物
に
あ
ま
り
関
心
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
家
庭
で
飼
わ
れ
て
い

る
魚
も
外
来
種
ば
か
り
で

す
」
と
話
す
の
は
、
京
都
大

学
野
生
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー

で
魚
類
の
研
究
を
行
う
池
田

威
秀
さ
ん
だ
。

　
京
都
大
学
が
J
I
C
A
や

科
学
技
術
振
興
機
構
の
支

援
を
受
け
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
共

に
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
し
た
の
は
昨
年
７
月
。

従
来
の
動
物
園
の
よ
う
に
人

工
的
な
施
設
で
動
物
を
展
示

す
る
の
で
は
な
く
、
野
生
の

自
然
環
境
そ
の
も
の
を
屋
根

の
な
い
博
物
館
に
見
立
て

て
、
そ
こ
で
動
物
を
保
護
・

飼
育
す
る
こ
と
で
生
態
系
の

研
究
や
市
民
へ
の
環
境
教

育
に
生
か
し
、
持
続
可
能
な
発
展
に
つ

な
げ
る
試
み
だ
。

　
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
ブ
ラ

ジ
ル
の
国
立
ア
マ
ゾ
ン
研
究
所
（
I
N

P
A
）
は
、
密
猟
で
傷
つ
い
た
ア
マ
ゾ

ン
マ
ナ
テ
ィ
ー
の
保
護
や
、
都
心
部
と

い
う
立
地
を
生
か
し
て
市
民
向
け
に
動

物
の
展
示
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
マ
ナ
ウ
ス

近
郊
の
川
辺
に
リ
サ
ー
チ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
こ
こ
は
、

主
に
ア
マ
ゾ
ン
の
川
と
森
を
研
究
す
る

研
究
者
の
た
め
の
施
設
と
な
り
ま
す

が
、
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
市
民
に
身
近
な

自
然
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
利
用

も
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
心
部
に

あ
る
I
N
P
A
の
展
示
施
設
に
は
、
ア

マ
ゾ
ン
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
を

展
示
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
池
田

さ
ん
は
説
明
す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の
拠

点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
ア
マ
ゾ
ン

の
川
底
に
設
置
し
た
マ
イ
ク
の
音
声
を

都
心
部
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
聞
け
る

仕
組
み
を
つ
く
る
ほ
か
、
半
野
生
の
環

境
で
保
護
・
飼
育
し
た
ア
マ
ゾ
ン
マ
ナ

テ
ィ
ー
を
野
生
へ
戻
す
事
業
を
行
う
な

ど
、
水
生
生
物
の
生
態
研
究
や
保
全
の

取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。

　
生
物
の
研
究
と
環
境
教
育
の
機
能
を

兼
ね
備
え
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
構
想
は
、
人
間
と
自
然
の
新
た
な

共
生
モ
デ
ル
づ
く
り
に
向
け
、
着
実
に

歩
み
を
進
め
て
い
る
。

　
ア
マ
ゾ
ン
の
森
を
守
る
取
り
組
み

は
、
日
本
で
も
見
ら
れ
る
。
株
式
会
社

フ
ル
ッ
タ
フ
ル
ッ
タ
は
、「
自
然
と
共

に
生
き
る
」
を
企
業
理
念
と
す
る
ア
マ

ゾ
ン
産
フ
ル
ー
ツ
原
料
の
輸
入
販
売
企

業
で
、
ア
サ
イ
ー
人
気
の
火
付
け
役
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。
同
社
は
、
ア
マ
ゾ

ン
の
ト
メ
ア
ス
で
日
系
移
民
農
家
が
主

に
「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
」
の
手

法
で
生
産
す
る
ア
サ
イ
ー
や
ア
セ
ロ
ラ

な
ど
を
輸
入
・
販
売
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を

通
じ
て
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
保
全
に
協
力

し
て
い
る
。

　
ト
メ
ア
ス
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ

ー
の
特
徴
は
、
荒
廃
し
た
土
地
に
多
彩

な
植
物
を
栽
培
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、

コ
シ
ョ
ウ
は
病
気
に
弱
く
す
ぐ
枯
れ
て

し
ま
う
が
、
そ
れ
を
見
越
し
て
、
間
に

果
物
や
樹
木
な
ど
の
苗
を
植
え
て
い

く
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
作
物

を
収
穫
で
き
、
自
然
の
営
み
の
中
で
や

が
て
は
森
が
形
成
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

害
虫
が
発
生
し
て
も
単
一
栽
培
と
違
っ

て
被
害
を
一
部
に
留
め
る
こ
と
が
で

き
、
農
家
の
収
入
も
安
定
す
る
。

　「
ト
メ
ア
ス
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト

リ
ー
は
、
単
一
栽
培
の
失
敗
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
、
持
続
的
な
農
業
経
営
の

手
段
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
、

近
年
で
は
森
を
つ
く
る
機
能
に
も
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
フ
ル
ッ
タ
フ

木
の
国
か
ら
緑
が
消
え
る

次
世
代
型
動
物
園
で

森
の
命
を
守
る

ア
サ
イ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
で

森
林
再
生
に
貢
献

特集  森林保全
森から世界を変える

ル
ッ
タ
の
松
田
恵
子
さ
ん
は
説
明
す

る
。

　
以
前
は
、
貧
し
さ
故
の
犯
罪
が
多
発

し
て
い
た
ト
メ
ア
ス
だ
が
、
日
系
生
産

者
に
よ
り
現
地
の
貧
し
い
農
家
に
も
ア

グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
技
術
が
伝
え

ら
れ
る
と
、
次
第
に
町
の
治
安
は
改
善

し
て
い
っ
た
。
環
境
と
経
済
の
両
立

―
―
。
新
た
な
発
展
の
か
た
ち
が
実
現

し
つ
つ
あ
る
。

　
ト
メ
ア
ス
の
畑
で
汗
を
流
す
生
産

者
、
広
が
る
豊
か
な
森
、
息
づ
く
生
き

物
た
ち
。
ほ
ん
の
少
し
だ
け
思
い
を
は

せ
て
み
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
は
地
球
の

裏
側
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ア
マ

ゾ
ン
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
だ
か

ら
。

特集  森林保全
森から世界を変える

　
し
か
し
今
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
国
名
の

由
来
と
も
な
っ
た
樹
木
さ
え
、
絶
滅
危

惧
種
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
原
因
は
過

度
の
伐
採
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
地
球
上

の
熱
帯
雨
林
の
半
分
と
言
わ
れ
る
ア
マ

ゾ
ン
の
う
ち
60
％
が
あ
る
が
、
違
法
伐

採
は
深
刻
で
、
地
球
温
暖
化
へ
の
悪
影

響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
積
極

的
に
森
を
切
り
開
き
開
発
を
進
め
る
方

針
を
取
っ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
も
、

自
然
環
境
の
悪
化
を
背
景
に
、
１
９
８

０
年
代
ご
ろ
か
ら
森
林
保
全
に
力
を
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

　
違
法
伐
採
は
、
広
大
な
ア
マ
ゾ
ン
の

至
る
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
。
そ
の
一

つ
一
つ
を
監
視
し
、
取
り
締
ま
る
の
は

至
難
の
業
だ
が
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る

技
術
が
２
０
０
９
年
、
地
球
の
裏
側
、

日
本
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
ア
マ
ゾ
ン
の
森
を

守
る
た
め
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
衛
星

画
像
を
活
用
し
て
い
る
。「
当
時
の
衛

星
画
像
は
雲
が
か
か
っ
て
い
る
部
分
は

地
上
の
状
況
が
写
ら
ず
、
有
効
性
に
は

限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
雲

に
関
係
な
く
地
上
の
様
子
を
捉
え
ら
れ

る
日
本
の
A
L
O
S
を
利
用
し
、
そ
の

衛
星
画
像
を
用
い
て
違
法
伐
採
の
取
り

締
ま
り
を
強
化
す
る
取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
の
で
す
」。
そ
う
説
明
す
る
の
は
、

一
般
財
団
法
人
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン

グ
技
術
セ
ン
タ
ー
の
小
野
誠
特
任
首
席

研
究
員
だ
。

　
A
L
O
S
と
は
、
２
０
０
６
年
に
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
J
A
X
A
）

が
打
ち
上
げ
た
地
球
観
測
衛
星
の
こ
と

で
、
日
本
で
は
「
だ
い
ち
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
小
野
さ
ん
は
衛
星
を
用

い
て
離
れ
た
所
か
ら
地
表
を
観
測
す
る

「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
」
の
専
門
家

と
し
て
、
２
０
０
９
年
か
ら
３
年
間
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
ア
マ
ゾ
ン
の
違
法
伐
採
防

止
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
技
術
面

か
ら
支
え
た
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
主
に
二
つ
の

こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。一
つ
目
は
、

A
L
O
S
の
衛
星
画
像
を
よ
り
活
用
し

や
す
い
よ
う
に
加
工
す
る
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
そ
の
画
像

を
判
読
す
る
技
術
者
の
育
成
で
す
」

　
A
L
O
S
は
、
46
日
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
地
球
を
周
回
す
る
た
め
、
そ
の
衛

星
画
像
を
時
系
列
で
比
べ
れ
ば
、
森
の

変
化
が
分
か
る
。
だ
が
、
新
し
い
技
術

を
搭
載
し
た
A
L
O
S
の
衛
星
画
像
を

読
み
込
む
た
め
に
は
、
ま
ず
デ
ー
タ
処

理
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を

組
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　「
こ
の
時
は
苦
労
し
ま
し
た
。
工
場

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
必
要
な
物

品
が
届
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
。
半
年
間
、
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
小
野
さ
ん
は
振
り
返
る
。

し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
今
で

は
、デ
ー
タ
量
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
だ
け
で
な
く
、
ア

地
球
の
宝
、

ア
マ
ゾ
ン
の
森
を
守
る

南
米
７
カ
国
に
ま
た
が
り
、

世
界
最
大
面
積
を
誇
る
熱
帯
雨
林
、ア
マ
ゾ
ン
。

発
展
と
共
に
消
え
行
く
森
を
守
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

切られた木材が次々に運ばれる。摘発を逃れる
ため木を捨てて森に逃げ込むトラックも

エ   

イ   

ロ   

ス

宇
宙
か
ら
森
を
見
つ
め
る
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　　Pau brasil

（
パ
ウ
・
ブ
ラ
ジ
ル
）
と

は
何
か
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
別
名
ブ
ラ

ジ
ル
ボ
ク
の
名
を
持
つ
パ
ウ
・
ブ
ラ
ジ

ル
は
、
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幹
の

直
径
１
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
高
木
で
、

ブ
ラ
ジ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
赤
い
色
素
が

採
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
リ
ン
は
、
も
と
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
「
b
r
a
s
a（
燃
え
る

よ
う
に
赤
い
）」
が
語
源
だ
と
さ
れ
る
。

こ
の
ブ
ラ
ジ
ル
ボ
ク
が
生
い
茂
る
地
が

「
ブ
ラ
ジ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
。

衛星画像で捉えた伐採の
現場をヘリコプターで上空
から確認する小野さん

フィールドミュージアムのイメージ図

栽培から20年たったアグロフォレストリーの農場。すっかり森が広がっている

保護したアマゾンマナティーを野生へ戻す。放流時には地域住民への啓発も行い、希少生物保全への理解を求めている

ALOSの衛星画像で確認するフィッシュボーン（上）と実際の伐採現場（下）

マ
ゾ
ン
を
歩
い
て
い
る
捜
査
官
も
携
帯

電
話
で
画
像
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
違
法
伐
採
を
地
上
で
摘
発
す
る

た
め
の
効
果
的
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　
ア
マ
ゾ
ン
の
違
法
伐
採
を
取
り
締
ま

る
の
は
、
森
林
伐
採
の
許
認
可
権
を
持

つ
「
ブ
ラ
ジ
ル
環
境
・
再
生
可
能
資
源

院
（
I
B
A
M
A
）」
や
「
連
邦
警
察
」。

小
野
さ
ん
は
I
B
A
M
A
や
連
邦
警
察

の
職
員
、
延
べ
30
人
に
衛
星
画
像
の
読

み
方
を
指
導
し
、技
術
者
を
育
成
し
た
。

　「
森
林
に
大
き
く
変
化
が
あ
っ
た
部

分
に
は
色
が
付
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

魚
の
骨
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
は
、

そ
の
名
も
〝
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
〞
と

呼
ば
れ
、
伐
採
が
起
き
て
い
る
と
こ
ろ

を
示
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
小
野
さ

ん
は
衛
星
画
像
を
片
手
に
説
明
す
る
。

「
研
修
に
参
加
し
た
職
員
た
ち
は
、
も

と
も
と
I
T
に
強
く
、
理
解
す
る
の
に

時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
年

間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
中
は
、
毎

年
日
本
で
の
研
修
も
行
い
、
週
末
に
は

一
緒
に
ス
キ
ー
に
も
行
き
ま
し
た
。
南

米
ら
し
い
陽
気
な
メ
ン
バ
ー
に
囲
ま

れ
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
」
と
小
野
さ

ん
は
目
を
細
め
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
も
あ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
近
年
、
森
林
減
少
の
ペ
ー

ス
が
著
し
く
鈍
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

技
術
を
身
に
付
け
た
I
B
A
M
A
や
連

邦
警
察
の
職
員
ら
は
、
南
米
に
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
技
術
を
広
げ
る
べ

く
、
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
近
隣
諸
国
で
講
習

を
開
い
て
い
る
と
い
う
。
現
在
、

A
L
O
S
は
人
工
衛
星
と
し
て
の
役
割

を
終
え
て
い
る
が
、
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
昨
年
５
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

A
L
O
S
２
に
引
き
継
が
れ
る
。
漆
黒

の
宇
宙
で
は
、
A
L
O
S
２
が
静
か
に

そ
の
時
を
待
っ
て
い
る
。

　
視
点
を
地
上
に
戻
し
て
み
よ
う
。
ア

マ
ゾ
ン
中
心
部
に
位
置
す
る
マ
ナ
ウ
ス

市
周
辺
は
、
特
に
多
様
な
生
態
系
が
存

在
す
る
野
生
生
物
の
宝
庫
だ
。し
か
し
、

都
市
の
急
速
な
拡
大
に
よ
り
、
森
の
消

失
と
と
も
に
多
く
の
生
き
物
が
す
み
か

を
追
わ
れ
て
い
る
。

　「
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
な
が

ら
、
マ
ナ
ウ
ス
の
人
々
は
地
元
の
自
然

や
動
物
に
あ
ま
り
関
心
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
家
庭
で
飼
わ
れ
て
い

る
魚
も
外
来
種
ば
か
り
で

す
」
と
話
す
の
は
、
京
都
大

学
野
生
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー

で
魚
類
の
研
究
を
行
う
池
田

威
秀
さ
ん
だ
。

　
京
都
大
学
が
J
I
C
A
や

科
学
技
術
振
興
機
構
の
支

援
を
受
け
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
共

に
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
し
た
の
は
昨
年
７
月
。

従
来
の
動
物
園
の
よ
う
に
人

工
的
な
施
設
で
動
物
を
展
示

す
る
の
で
は
な
く
、
野
生
の

自
然
環
境
そ
の
も
の
を
屋
根

の
な
い
博
物
館
に
見
立
て

て
、
そ
こ
で
動
物
を
保
護
・

飼
育
す
る
こ
と
で
生
態
系
の

研
究
や
市
民
へ
の
環
境
教

育
に
生
か
し
、
持
続
可
能
な
発
展
に
つ

な
げ
る
試
み
だ
。

　
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
ブ
ラ

ジ
ル
の
国
立
ア
マ
ゾ
ン
研
究
所
（
I
N

P
A
）
は
、
密
猟
で
傷
つ
い
た
ア
マ
ゾ

ン
マ
ナ
テ
ィ
ー
の
保
護
や
、
都
心
部
と

い
う
立
地
を
生
か
し
て
市
民
向
け
に
動

物
の
展
示
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
マ
ナ
ウ
ス

近
郊
の
川
辺
に
リ
サ
ー
チ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
こ
こ
は
、

主
に
ア
マ
ゾ
ン
の
川
と
森
を
研
究
す
る

研
究
者
の
た
め
の
施
設
と
な
り
ま
す

が
、
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
市
民
に
身
近
な

自
然
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
利
用

も
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
心
部
に

あ
る
I
N
P
A
の
展
示
施
設
に
は
、
ア

マ
ゾ
ン
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
を

展
示
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
池
田

さ
ん
は
説
明
す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の
拠

点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
ア
マ
ゾ
ン

の
川
底
に
設
置
し
た
マ
イ
ク
の
音
声
を

都
心
部
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
聞
け
る

仕
組
み
を
つ
く
る
ほ
か
、
半
野
生
の
環

境
で
保
護
・
飼
育
し
た
ア
マ
ゾ
ン
マ
ナ

テ
ィ
ー
を
野
生
へ
戻
す
事
業
を
行
う
な

ど
、
水
生
生
物
の
生
態
研
究
や
保
全
の

取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。

　
生
物
の
研
究
と
環
境
教
育
の
機
能
を

兼
ね
備
え
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
構
想
は
、
人
間
と
自
然
の
新
た
な

共
生
モ
デ
ル
づ
く
り
に
向
け
、
着
実
に

歩
み
を
進
め
て
い
る
。

　
ア
マ
ゾ
ン
の
森
を
守
る
取
り
組
み

は
、
日
本
で
も
見
ら
れ
る
。
株
式
会
社

フ
ル
ッ
タ
フ
ル
ッ
タ
は
、「
自
然
と
共

に
生
き
る
」
を
企
業
理
念
と
す
る
ア
マ

ゾ
ン
産
フ
ル
ー
ツ
原
料
の
輸
入
販
売
企

業
で
、
ア
サ
イ
ー
人
気
の
火
付
け
役
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。
同
社
は
、
ア
マ
ゾ

ン
の
ト
メ
ア
ス
で
日
系
移
民
農
家
が
主

に
「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
」
の
手

法
で
生
産
す
る
ア
サ
イ
ー
や
ア
セ
ロ
ラ

な
ど
を
輸
入
・
販
売
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を

通
じ
て
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
保
全
に
協
力

し
て
い
る
。

　
ト
メ
ア
ス
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ

ー
の
特
徴
は
、
荒
廃
し
た
土
地
に
多
彩

な
植
物
を
栽
培
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、

コ
シ
ョ
ウ
は
病
気
に
弱
く
す
ぐ
枯
れ
て

し
ま
う
が
、
そ
れ
を
見
越
し
て
、
間
に

果
物
や
樹
木
な
ど
の
苗
を
植
え
て
い

く
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
作
物

を
収
穫
で
き
、
自
然
の
営
み
の
中
で
や

が
て
は
森
が
形
成
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

害
虫
が
発
生
し
て
も
単
一
栽
培
と
違
っ

て
被
害
を
一
部
に
留
め
る
こ
と
が
で

き
、
農
家
の
収
入
も
安
定
す
る
。

　「
ト
メ
ア
ス
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト

リ
ー
は
、
単
一
栽
培
の
失
敗
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
で
、
持
続
的
な
農
業
経
営
の

手
段
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
、

近
年
で
は
森
を
つ
く
る
機
能
に
も
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
フ
ル
ッ
タ
フ

木
の
国
か
ら
緑
が
消
え
る

次
世
代
型
動
物
園
で

森
の
命
を
守
る

ア
サ
イ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
で

森
林
再
生
に
貢
献

特集  森林保全
森から世界を変える

ル
ッ
タ
の
松
田
恵
子
さ
ん
は
説
明
す

る
。

　
以
前
は
、
貧
し
さ
故
の
犯
罪
が
多
発

し
て
い
た
ト
メ
ア
ス
だ
が
、
日
系
生
産

者
に
よ
り
現
地
の
貧
し
い
農
家
に
も
ア

グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
技
術
が
伝
え

ら
れ
る
と
、
次
第
に
町
の
治
安
は
改
善

し
て
い
っ
た
。
環
境
と
経
済
の
両
立

―
―
。
新
た
な
発
展
の
か
た
ち
が
実
現

し
つ
つ
あ
る
。

　
ト
メ
ア
ス
の
畑
で
汗
を
流
す
生
産

者
、
広
が
る
豊
か
な
森
、
息
づ
く
生
き

物
た
ち
。
ほ
ん
の
少
し
だ
け
思
い
を
は

せ
て
み
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
は
地
球
の

裏
側
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ア
マ

ゾ
ン
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
だ
か

ら
。

特集  森林保全
森から世界を変える

　
し
か
し
今
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
国
名
の

由
来
と
も
な
っ
た
樹
木
さ
え
、
絶
滅
危

惧
種
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
原
因
は
過

度
の
伐
採
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
地
球
上

の
熱
帯
雨
林
の
半
分
と
言
わ
れ
る
ア
マ

ゾ
ン
の
う
ち
60
％
が
あ
る
が
、
違
法
伐

採
は
深
刻
で
、
地
球
温
暖
化
へ
の
悪
影

響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
積
極

的
に
森
を
切
り
開
き
開
発
を
進
め
る
方

針
を
取
っ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
も
、

自
然
環
境
の
悪
化
を
背
景
に
、
１
９
８

０
年
代
ご
ろ
か
ら
森
林
保
全
に
力
を
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

　
違
法
伐
採
は
、
広
大
な
ア
マ
ゾ
ン
の

至
る
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
。
そ
の
一

つ
一
つ
を
監
視
し
、
取
り
締
ま
る
の
は

至
難
の
業
だ
が
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る

技
術
が
２
０
０
９
年
、
地
球
の
裏
側
、

日
本
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
ア
マ
ゾ
ン
の
森
を

守
る
た
め
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
衛
星

画
像
を
活
用
し
て
い
る
。「
当
時
の
衛

星
画
像
は
雲
が
か
か
っ
て
い
る
部
分
は

地
上
の
状
況
が
写
ら
ず
、
有
効
性
に
は

限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
雲

に
関
係
な
く
地
上
の
様
子
を
捉
え
ら
れ

る
日
本
の
A
L
O
S
を
利
用
し
、
そ
の

衛
星
画
像
を
用
い
て
違
法
伐
採
の
取
り

締
ま
り
を
強
化
す
る
取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
の
で
す
」。
そ
う
説
明
す
る
の
は
、

一
般
財
団
法
人
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン

グ
技
術
セ
ン
タ
ー
の
小
野
誠
特
任
首
席

研
究
員
だ
。

　
A
L
O
S
と
は
、
２
０
０
６
年
に
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
J
A
X
A
）

が
打
ち
上
げ
た
地
球
観
測
衛
星
の
こ
と

で
、
日
本
で
は
「
だ
い
ち
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
小
野
さ
ん
は
衛
星
を
用

い
て
離
れ
た
所
か
ら
地
表
を
観
測
す
る

「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
」
の
専
門
家

と
し
て
、
２
０
０
９
年
か
ら
３
年
間
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
ア
マ
ゾ
ン
の
違
法
伐
採
防

止
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
技
術
面

か
ら
支
え
た
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
主
に
二
つ
の

こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。一
つ
目
は
、

A
L
O
S
の
衛
星
画
像
を
よ
り
活
用
し

や
す
い
よ
う
に
加
工
す
る
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
そ
の
画
像

を
判
読
す
る
技
術
者
の
育
成
で
す
」

　
A
L
O
S
は
、
46
日
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
地
球
を
周
回
す
る
た
め
、
そ
の
衛

星
画
像
を
時
系
列
で
比
べ
れ
ば
、
森
の

変
化
が
分
か
る
。
だ
が
、
新
し
い
技
術

を
搭
載
し
た
A
L
O
S
の
衛
星
画
像
を

読
み
込
む
た
め
に
は
、
ま
ず
デ
ー
タ
処

理
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を

組
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　「
こ
の
時
は
苦
労
し
ま
し
た
。
工
場

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
必
要
な
物

品
が
届
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
。
半
年
間
、
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
小
野
さ
ん
は
振
り
返
る
。

し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
今
で

は
、デ
ー
タ
量
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
だ
け
で
な
く
、
ア

地
球
の
宝
、

ア
マ
ゾ
ン
の
森
を
守
る

南
米
７
カ
国
に
ま
た
が
り
、

世
界
最
大
面
積
を
誇
る
熱
帯
雨
林
、ア
マ
ゾ
ン
。

発
展
と
共
に
消
え
行
く
森
を
守
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

切られた木材が次々に運ばれる。摘発を逃れる
ため木を捨てて森に逃げ込むトラックも

エ   

イ   

ロ   

ス

宇
宙
か
ら
森
を
見
つ
め
る

Brazil

from

ブラジル

トメアス総合農業協同組合の生産者たち

フルッタフルッタのアサイー商品

アマゾン

マナウス

August 2015                       0809　                   August 2015

August 2015                       1011　                   August 2015



　
　
　
　
　
　
　

　
南
国
の
青
い
海
に
半
ば
せ
り
出
し
た

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
、
と
言
え
ば
、
多

く
の
人
に
は
漠
然
と
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か

ぶ
だ
ろ
う
。実
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
は
、

特
定
の
種
類
の
木
を
指
す
の
で
は
な

く
、
河
口
近
く
の
汽
水
（
淡
水
と
海
水

が
入
り
混
じ
っ
た
水
）
で
浅
く
覆
わ
れ

た
地
域
に
生
育
す
る
数
十
種
類
の
植
物

の
総
称
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
住

み
、
人
間
に
と
っ
て
も
食
料
や
燃
料
の

供
給
源
と
な
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
だ

が
、
２
０
０
４
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
で
天
然
の
防
波
堤
と
し
て
高
波
の
被

海
沿
い
に
広
が
る
森
が

サ
イ
ク
ロ
ン
の
被
害
に

ィ
・
デ
ル
タ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
も
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
自
国
だ
け
で
は

森
林
回
復
が
難
し
い
と
考
え
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
が
日
本
に
支
援
を
求
め
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植

林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

　「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
沿
岸
地
域
は
、
広

大
な
森
林
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
の
林
を
保
全
す
る
こ
と
は
、

同
国
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
Ｏ-

Ｄ
Ｒ
Ｒ（
自
然

生
態
系
を
基
盤
と
し
た
防
災
・
減
災
機

能
）
向
上
の
重
要
な
事
例
に
な
る
は
ず

で
す
」
と
強
調
す
る
の
は
、
現
地
で
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
計
画
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
務
め
る
山
崎
秀
人
業
務
主
任

だ
。「
私
た
ち
は
荒
廃
し
た
エ
ー
ヤ
ワ

デ
ィ
・
デ
ル
タ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を

回
復
し
、
自
然
の
生
態
系
を
取
り
戻
す

こ
と
で
、
防
風
・
防
潮
な
ど
の
沿
岸
防

災
機
能
の
向
上
と
、
住
民
の
生
活
環
境

の
改
善
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
の

技
術
指
導
の
下
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
中
央

政
府
や
植
林
対
象
地
の
行
政
官
、
植
林

作
業
員
な
ど
、
多
く
の
人
の
協
力
で
進

特集  森林保全
森から世界を変える

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者

の
利
害
関
係
を
調
整
し
な
が
ら
、
業
務

を
進
め
る
の
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

役
割
だ
。
山
崎
さ
ん
は
「
植
林
工
事
に

お
け
る
品
質
管
理
や
工
程
管
理
、
安
全

管
理
な
ど
の
部
分
で
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

側
の
手
本
と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
す
」
と
言
う
。

　
現
地
業
務
の
主
な
パ
ー
ト
ナ
ー
は
環

境
保
全
林
業
省
の
職
員
だ
が
、
自
国
の

森
林
に
愛
着
を
持
ち
、
守
り
た
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ

る
と
い
う
。
同
省
の
幹
部
職
員
が
毎
月

の
よ
う
に
現
地
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
伺
え
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
は
エ
ー
ヤ
ワ
デ

ィ
川
の
河
口
に
広
が
る
広
大
な
デ
ル
タ

地
帯
。
拠
点
と
な
る
現
場
事
務
所
に
行

く
に
も
、
最
寄
り
の
港
町
ボ
ガ
レ
か
ら

船
で
片
道
４
時
間
か
か
る
。
イ
ン
フ
ラ

も
な
く
、
夕
方
に
な
る
と
水
辺
に
は
ワ

ニ
や
大
蛇
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
る
な

ど
、
苦
労
は
多
い
。

　
そ
れ
で
も
、
昨
年
の
雨
期
に
植
え
ら

れ
た
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
は
、
１
年
を
経
て
順
調
に
成
長
し

て
い
る
。
最
終
的
に
は
東
京
都
千
代
田

区
と
ほ
ぼ
同
じ
約
１
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
に
植
林
す
る
予
定
で
、
今
年

も
雨
期
の
開
始
を
受
け
て
新
た
な
植
林

活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
植
林
と
並
行
し
て
、
森
林
監
視
の
拠

点
と
な
り
、
サ
イ
ク
ロ
ン
の
来
襲
時
に

は
避
難
場
所
と
な
る
シ
ェ
ル
タ
ー
兼
監

視
塔
を
建
設
し
、
昨
年
12
月
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
に
引
き
渡
し
た
。
さ
ら
に
、

植
林
地
の
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
ボ
ー

ト
も
引
き
渡
さ
れ
、
森
林
局
が
植
林
地

と
そ
の
周
辺
の
日
常
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

に
活
用
し
て
い
る
。

　
実
は
、
環
境
保
全
林
業
省
森
林
局
の

局
長
や
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
植
林
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
は
、
１
９
８
０
年

代
に
日
本
が
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
森
林
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
た
際
に
も
現
地
側
の
パ
ー
ト
ナ
ー

だ
っ
た
。
他
に
も
、
植
林
現
場
の
責
任

者
が
横
浜
国
立
大
学
で
博
士
号
を
取
得

し
た
人
な
ど
、
日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

長
い
協
力
関
係
を
思
わ
せ
る
関
係
者
が

多
い
と
い
う
。

　「
医
療
や
教
育
な
ど
の
す
ぐ
に
明
確

人
里
離
れ
た
デ
ル
タ
地
帯

長
い
目
で
森
を
育
て
る

な
結
果
が
出
る
協
力
と
違
っ
て
、
自
然

環
境
分
野
は
人
々
の
生
活
改
善
に
効
果

が
出
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、

優
先
度
が
低
い
と
考
え
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
防
災
や

気
候
変
動
へ
の
適
応
、
持
続
可
能
な
森

の
利
用
な
ど
、
間
接
的
・
長
期
的
な
が

ら
も
現
地
の
住
民
に
大
き
な
恩
恵
を
も

た
ら
す
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

と
山
崎
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
エ
ー
ヤ
ワ
デ
ィ
・
デ
ル
タ
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
が
回
復
す
れ
ば
、
現
地
の

人
々
の
生
活
が
安
定
し
、
防
災
に
も
つ

な
が
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
地
球
全
体

の
森
林
が
増
え
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
抑
え
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

る
。
日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
信
頼
関
係

は
、
森
と
共
に
未
来
へ
と
引
き
継
が
れ

て
い
く
。

今年の植林を待つ苗。これらの木々が
大きく成長して、ミャンマーの大地を守る

植林地の調査を担当した山崎秀人業務
主任。現地スタッフとの関係も良好だ

サイクロンシェルターも兼ねた監視塔。森
林を守るためには、違法伐採を食い止め
ることも必要

日本から贈られたボートで行われてい
る日常のパトロール。「森を守りたい」
という現地関係者の思いは強い

害
か
ら
地
域
を
守
る
機
能
が
明
ら
か
に

な
り
、
一
段
と
保
全
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
は
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
。

同
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
）
の
中
で
も
森
林
減
少
率
が
高

く
、
国
土
の
中
央
を
流
れ
る
エ
ー
ヤ
ワ

デ
ィ
（
イ
ラ
ワ
ジ
）
川
の
河
口
デ
ル
タ

地
域
で
も
違
法
伐
採
や
耕
作
地
へ
の
転

換
な
ど
に
よ
る
森
林
減
少
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

２
０
０
８
年
に
発
生
し
た
サ
イ
ク
ロ

ン
・
ナ
ル
ギ
ス
は
、
普
段
め
っ
た
に
サ

イ
ク
ロ
ン
が
上
陸
し
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
大
き
な
被
害
を
与
え
、
エ
ー
ヤ
ワ
デ

植えられて半年、３メー
トルの高さに成長した
マングローブ

熱
帯
地
方
の
海
岸
線
に
広
が
り
、
動
物
の
す
み
か
と
し
て
も
、

天
然
の
防
波
堤
と
し
て
も
貴
重
な
役
割
を
果
た
す
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
。

違
法
伐
採
と
サ
イ
ク
ロ
ン
の
被
害
で
大
き
く
傷
を
負
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
回
復
に
取
り
組
む
人
々
を
追
っ
た
。

森
が
作
り
出
す

天
然
の
防
波
堤

Myanmar

from

ミャンマー

エーヤ
ワディ川
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成
功
へ
の
鍵
は

住
民
と
共
に
取
り
組
む
こ
と

　
ベ
ト
ナ
ム
の
森
林
面
積
は
、
農
地
転

用
や
違
法
伐
採
に
よ
り
、
1
9
9
5
年

に
は
国
土
の
28
%
に
ま
で
減
少
し
た
。

そ
の
後
、
植
林
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

政
策
に
よ
っ
て
、
現
在
は
40
%
以
上
に

回
復
し
て
い
る
が
、
政
府
が
掲
げ
る

2
0
2
0
年
ま
で
に
45
%
に
回
復
さ
せ

る
と
い
う
目
標
の
達
成
に
は
課
題
も
多

い
。

　
中
で
も
、
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
場
所
の
一
つ
が
、
北
西
部
に
位
置
す

る
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
省
だ
。「
こ
こ
は

森
林
の
減
少
や
劣
化
が
著
し
く
、
そ
の

原
因
の
約
９
割
が
〝
焼
畑
〞
で
あ
る
と

の
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
食
糧
収

入
を
得
る
と
い
う
目
的
に
加
え
、
家
屋

の
建
築
資
材
や
調
理
用
の
ま
き
と
し
て

も
大
量
の
木
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
」。

長
年
、
ベ
ト
ナ
ム
で
環
境
保
全
に
携
わ

っ
て
き
た
高
橋
漠
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は

こ
う
説
明
す
る
。
人
々
の
生
活
が
森
林

資
源
に
過
度
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う

現
実
は
、
保
全
を
進
め
る
上
で
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
白
羽

の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
が
日
本
だ
っ

た
。「
日
本
は
里
山
の
よ
う
に
、
住
民

が
自
然
資
源
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら

森
林
を
守
っ
て
き
た
例
が
あ
り
、
ベ
ト

ナ
ム
で
も
こ
う
し
た
知
見
は
非
常
に
参

考
に
な
る
も
の
で
す
」。
こ
う
し
て
、

２
０
１
０
年
に
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
省
で

始
ま
っ
た
の
が
、
住
民
参
加
型
の
森
林

保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
課
題
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
森
林
の
管
理
体

特集  森林保全
森から世界を変える

制
の
改
善
だ
。
ま
ず
は
、
誰
で
も
利
用

可
能
だ
っ
た
森
林
を
、
村
落
な
ど
に
正

式
に
分
配
す
る
こ
と
で
管
理
者
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
よ
る
森
林

パ
ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム
を
村
落
ご
と
に
結

成
し
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動

を
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。「
パ

ト
ロ
ー
ル
中
に
森
林
の
変
化
に
気
付
い

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
省
の
森
林
保
安
官

に
知
ら
せ
、
森
林
保
安
官
が
現
場
で
計

測
や
対
策
を
行
う
仕
組
み
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
効
率
良
く
進
め
る
た
め
に

導
入
し
た
の
が
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
カ
メ
ラ
機

能
が
搭
載
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
す
」

と
高
橋
専
門
家
。
よ
り
正
確
で
漏
れ
の

な
い
計
測
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
加

え
、
将
来
的
に
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
カ
メ
ラ

を
個
別
に
購
入
す
る
必
要
が
な
く
な
る

た
め
、経
費
削
減
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
課
題
が
、
住

民
の
生
活
に
負
の
影
響
が
出
な
い
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
代
わ
る
生
計

向
上
策
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
。
森
林
資

源
や
焼
畑
に
過
度
に
依
存
し
な
い
方
法

を
探
る
た
め
、
家
畜
、
き
の
こ
、
野
菜
、

果
樹
と
い
っ
た
食
糧
生
産
を
取
り
入
れ

た
ほ
か
、
家
畜
の
ふ
ん
を
使
っ
た
バ
イ

オ
ガ
ス
や
、
改
良
か
ま
ど
な
ど
の
設
備

も
導
入
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
企
業
も
支
援
を

実
施
※
。
そ
の
一
企
業
で
あ
る
住
友
林

業
株
式
会
社
の
佐
藤
裕
隆
さ
ん
は
、
森

林
保
全
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
構
築
を
目
指
す
中
で
、
そ
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。「
例
え
ば
、

早
生
樹
の
植
林
と
木
材
加
工
を
組
み
合

わ
せ
た
モ
デ
ル
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

利
益
効
果
な
ど
の
面
か
ら
実
現
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
コ

ー
ヒ
ー
に
注
目
し
た
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
い
か
に
売
り
出
し
て
い
く
か

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」。

　
徐
々
に
成
果
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

天
然
林
の
保
護
率
は
、
現
時
点
で
目
標

値
を
達
成
し
て
い
る
ほ
か
、
家
畜
に
よ

る
収
入
が
増
加
し
て
い
る
と
の
調
査
結

果
も
出
て
い
る
。
特
に
、
調
理
用
と
し

て
使
え
る
改
良
か
ま

ど
や
バ
イ
オ
ガ
ス
の

導
入
は
、
ま
き
の
利

用
削
減
に
つ
な
が
り
、

生
計
向
上
と
森
林
保

全
の
両
面
で
効
果
を

も
た
ら
し
た
。
こ
う

し
た
成
果
の
裏
側
に

は
、
現
地
の
行
政
担

当
者
の
粘
り
強
い
努

力
が
あ
っ
た
。
当
初

か
ら
一
緒
に
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
ダ

ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
・
ヒ

エ
ン
さ
ん
は
、「
森

林
管
理
の
必
要
性
を

繰
り
返
し
住
民
に
説

明
す
る
の
は
、
非
常

に
骨
の
折
れ
る
仕
事

で
す
。
し
か
し
、
今

森
林
資
源
に
過
度
に
依
存
し
た

生
計
か
ら
の
脱
却
へ

で
は
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
の

手
で
森
林
を
守
る
と
い
う
意
識
が
住
民

の
間
に
芽
生
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
省
で

の
経
験
を
、
さ
ら
に
他
の
北
西
部
の
省

に
広
げ
て
い
く
新
た
な
取
り
組
み
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。高
橋
専
門
家
は
、

「
北
西
部
の
森
林
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
水

源
林
と
し
て
非
常
に
重
要
な
存
在
で

す
。
住
民
と
行
政
が
連
携
し
て
、
持
続

的
に
森
林
管
理
を
進
め
て
い
け
る
仕
組

み
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
語
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
豊
か
な
自
然
を

取
り
戻
す
た
め
の
挑
戦
は
、
こ
こ
か
ら

が
正
念
場
だ
。

生産性が低下した焼畑の跡地
を中心に、植林事業も実施した

森林の中に広がる棚田。美しい
景観を守るためにも適切な管理
が求められている

森林の分与先を決定するため、住民と議論する現地の行政担当者ら

川の向こう側には、焼畑に
よって土壌がむき出しにな
っている山が見えるほうきを作るため、「チット」と呼ばれる草を刈り取る。ベトナムでは人口

の約３割が自然資源に依存した生活を送っていると言われる

　
　
　
　
　
　
　

　
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
東
部
に
位
置
す

る
ベ
ト
ナ
ム
は
、
日
本
と
共
通
点
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
南
北
に
細
長
い

地
形
、
稲
作
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
、
国

土
の
ほ
と
ん
ど
が
森
林
に
覆
わ
れ
て
い

る
点
も
よ
く
似
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両

国
と
も
変
化
に
富
ん
だ
気
候
風
土
を
持

ち
、
多
様
な
生
態
系
を
有
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
近
年
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
国
の
誇

り
で
も
あ
っ
た
豊
か
な
自
然
の
管
理

が
、
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
。

国
家
政
策
と
し
て
、
森
林
の
再
生
に
力
を
入
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
。

そ
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

森
林
資
源
に
依
存
し
て
い
る
人
々
の
生
活
だ
。

そ
こ
で
、〝
森
林
管
理
〞
と
〝
生
計
向
上
〞
の

両
方
の
実
現
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

森
と
共
存
す
る

社
会
づ
く
り
を

Viet Nam

from

ベトナム

ディエンビエン省

※2013年から、住友林業株式会社、アスクル株式
会社、一般社団法人ヤンマー資源循環支援機構
が、JICAと連携協定を結んで取り組んでいる
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世
界
の
森
林
を
支
え
る

企
業
の
力

環
境
保
全
は
企
業
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
。

環
境
に
配
慮
し
た
生
産
方
法
や
、
森
林
再
生
に
つ
な
が
る
技
術
を
生
か
し
て
、

多
く
の
日
本
企
業
が
、
海
外
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

業や、品質管理の技術を教えるなど、品質

の改善に取り組みました。その結果、エチ

オピア産スペシャルティコーヒーが完成

し、住民の生計やモチベーションの向上に

つながっています。現地の人たちが、森林

伐採による収益に頼らずに生活できるよう

に、今後も活動を続けていきたいです。

たちは、生産国の直営農園で苗木を

育てることから、調達、製造、流通、販

売に至るまで、一貫したコーヒー事業を展

開しています。おいしいコーヒーには豊か

な自然環境が不可欠だという考えから、環

境保護活動にも積極的に取り組んでいて、

その一つが、JICAと連携してエチオピアの

ベレテ・ゲラ地域の森を守るプロジェクトで

す。

　エチオピアでは、収入を得るために森林

が伐採され、環境破壊が懸念されていまし

た。そこで、経済活動と環境保護を両立さ

せる存在として目を付けたのが、森林の中

で自生しているコーヒーです。高付加価値

製品として売り出すために、まずは、持続可

能な生産方法の証である「レインフォレス

ト・アライアンス」認証を取得。その後、現地

の生産者に、熟度に応じて実を分別する作

私最

日本人専門家と現地の普及員で、適切なコーヒー栽培が
行われているかを調査した（撮影：渋谷敦志）

インドネシア

試験開始から１年３カ月後。シートを敷いた場所からは植物
が順調に生育している

　インドネシアのバトゥール火山の周辺

は、過去の噴火による土壌の荒廃が進んで

いたため、シートを活用した緑化事業に取

り組んでいます。工夫している点は、日本の

製品をそのまま使うのではなく、現地の素

材を用いたシートを開発すること。その土

地の生態系に適した自然環境を回復させ

るとともに、現地の人たちの手で持続して

いける仕組みを確立することが狙いです。

　文化の違いなどから、交渉が思うように

進まないといった苦労もありましたが、結

論が出るまでしっかりと意思を伝えること

を心掛けました。そして、実際に火山の周辺

で試験を実施した結果、植物が順調に成長

することが確認されました。今後は、現地の

政府機関と連携し、シートの販売体制の確

立と販路拡大を目指します。

たちが開発した「多機能フィルター」

は、特殊な繊維構造により、シートを

地面に敷くだけで雨水による侵食を防ぐこ

とができます。さらに、土壌の保水機能が向

上することで植物の育成が促進され、防災

と環境保全の両面での効果があります。

私私

減少が深刻な問題です。また、国を挙げて

水力発電に力を入れており、ダムの建設に

伴って多くの木々が伐採されます。そこで、

これらの木材から粉炭を作り、酸性土壌の

改良に使うことで、農業の生産性を高めて

周辺住民の生計向上が図れるのではと期

待しています。

近は燃料としてだけではなく、消臭

剤や食材としても使われることが増

えた炭。私たちは、通常はある程度の太さ

を持った木の枝などを蒸し焼きにして作ら

れる炭を、捨てられてしまう資源から作って

います。私たちが開発した釜は、炭に適し

た太い木の枝はもちろん、樹皮や草、加工

した木の端切れ、とうもろこしの芯など、普

段は利用されない植物性の素材（植物性バ

イオマス）でも炭にすることができるのが

強みです。出来上がった粉炭は、燃料のほ

かにもさまざまな用途に活用できます。

　当社は海外から積極的に研修員を受け

入れており、私たちの技術を知ったラオス

のエネルギー鉱山省職員の要請をきっか

けに、同国でのバイオマス粉炭普及事業が

始まりました。ラオスでは燃料として主にま

きや炭が使われており、伐採による森林の

　最近、化粧品やハンドクリームの素材と

して見掛けることが増えたシアバターです

が、アフリカでは食用として、また万能薬と

しても使われてきた歴史があります。当社

では、ブルキナファソの森林管理住民グル

ープから直接買い付けたシアバターや、

HIV／エイズに感染していたり、感染した家

族を失ったりした女性たちが作るシアバタ

ー石けんを日本で販売しています。買い上

げ利益の一部は住民グループやそれをま

とめるユニオンの収入となり、日本の援助

が終わった後の運営に使われています。

　放火や水不足などの課題もありますが、

女性たちの収入は村落部の家庭の安定に

強く結び付いています。これからも現地の

女性たちと協力して、質の高いシアバター

製品を販売していくつもりです。

は以前、青年海外協力隊としてブル

キナファソの住民参加型森林管理プ

ロジェクトを見てきました。もともと環境保

全に興味を持っていたのですが、協力隊と

して現地で出会った女性たちを支援するた

めにア・ダンセを立ち上げました。

from
エチオピア

from
ラオス

from
ブルキナ
ファソ

from
インドネシア

粉炭の作り方を学ぶ研修員たち

特集  森林保全
森から世界を変える

現地の女性たちから直接シアバターを買い取っている

質
の
高
い〝
森
林
コ
ー
ヒ
ー
〞を

炭
の
力
で
土
地
を
豊
か
に

現
地
の
女
性
と
シ
ア
バ
タ
ー
を
作
る

UCC上島珈琲株式会社（兵庫県） 中嶋 弘光さん

独
自
の
技
術
で
緑
化
事
業
に
貢
献

多機能フィルター株式会社（山口県） 関山 真一さん

有限会社山本粉炭工業（島根県） 山本 明雄さん、きん子さん

株式会社ア・ダンセ（大阪府） 森重 裕子さん
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日
本
有
数
の
漁
港
を
持
つ
宮
城
県
気
仙
沼

市
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
水
質
の
悪
化

か
ら
養
殖
業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
上

流
か
ら
流
れ
込
む
土
や
生
活
排
水
な
ど
が
原

因
で
赤
潮
が
発
生
し
、
そ
の
水
を
呼
吸
し
て

育
つ
カ
キ
が
売
り
物
に
な
ら
な
い
真
っ
赤
な

「
血
カ
キ
」と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
当
時
、

気
仙
沼
で
カ
キ
を
養
殖
し
て
い
た
畠
山
重
篤

さ
ん
は
、「
水
産
業
を
守
る
た
め
に
は
水
源
と

な
る
山
や
森
を
き
ち
ん
と
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
考
え
、
１
９
８
９
年
に
漁
師
に
よ

る
植
樹
活
動
を
開
始
。
２
０
０
８
年
に
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
森
は
海
の
恋
人
」
が
設
立
さ
れ

活
動
の
幅
を
広
げ
た
。

　「
森
は
海
の
恋
人
」
が
掲
げ
る
目
標
は
、森
、

里
、
海
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
人
々
の

意
識
を
育
む
こ
と
だ
。
副
理
事
長
の
畠
山
信

さ
ん
は
、
子
ど
も
を
主
な
対
象
と
し
て
カ
キ

養
殖
の
体
験
学
習
な
ど
を
行
い
、
自
然
を
広

い
視
野
か
ら
捉
え
る
意
識
を
育
て
て
い
る
。

そ
の
活
動
が
今
、
海
を
越
え
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
も
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
に
位
置
す
る
ネ
グ
ロ
ス

島
。
一
面
に
広
が
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
は
、
平

野
だ
け
で
な
く
山
の
斜
面
ま
で
も
覆
っ
て
い

る
。「
こ
の
島
で
は
、
森
が
切
り
開
か
れ
て
山

の
保
水
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
雨
が
降

る
と
す
ぐ
に
増
水
し
、
川
沿
い
の
貧
困
層
の

家
々
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
海
で
行

わ
れ
て
い
る
カ
キ
の
養
殖
に
も
影
響
す
る
で

し
ょ
う
」
と
説
明
す
る
の
は
、
首
都
大
学
東

京
の
横
山
勝
英
准
教
授
だ
。

　
横
山
准
教
授
と
畠
山
信
さ
ん
は
地
元
の
セ

ン
ト
・
ラ
サ
ー
ル
大
学
や
住
民
た
ち
と
協
力

し
て
、
ネ
グ
ロ
ス
島
の
環
境
調
査
を
行
っ
て

い
る
。「
水
源
と
な
る
山
頂
付
近
で
は
植
林
な

ど
で
少
し
ず
つ
木
々
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
砂
糖
の
生
産
量
を
高
め
る
た
め

の
開
墾
も
、
各
地
で
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

地
元
の
人
た
ち
に
も
水
害
や
土
砂
崩
れ
な
ど

へ
の
警
戒
心
は
あ
り
ま
す
が
、
対
策
へ
の
意

識
が
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
」
と
言
う
。

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
現
地
に
渡
っ

た
吉
永
栄
一
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

に
当
た
っ
て
自
分
た
ち
の
姿
勢
を
示
し
た
。

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
限
は
３
年
で
、
そ

れ
が
終
わ
れ
ば
私
た
ち
は
帰
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
そ
の
後
の
活
動
は
皆
さ
ん
に
続
け
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
取
り

組
む
の
は
植
林
な
ど
の
具
体
的
な
作
業
で
は

な
く
、
今
後
の
環
境
保
護
に
つ
な
が
る
意
識

改
革
で
す
―
明
確
に
そ
う
伝
え
ま
し
た
」
と

吉
永
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
そ
の
上
で
、
二
つ
の
目
標
を
定
め
た
。
一

つ
は
市
役
所
の
中
に
環
境
教
育
を
担
当
す
る

組
織
を
設
置
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
学

校
で
教
え
る
先
生
た
ち
へ
の
研
修
だ
。「
世
代

が
一
つ
変
わ
る
た
め
に
は
30
年
く
ら
い
か
か

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
て
、
地

元
の
人
た
ち
が
自
分
で
森
の
大
切
さ
を
実
感

し
、
植
林
な
ど
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

　
ネ
グ
ロ
ス
島
は
砂
糖
の
生
産
に
島
全
体
の

経
済
が
大
き
く
依
存
す
る
、
典
型
的
な
モ
ノ

カ
ル
チ
ャ
ー
だ
。
現
地
の
人
た
ち
の
多
く
が

サ
ト
ウ
キ
ビ
農
場
で
働
く
な
ど
、
砂
糖
産
業

と
の
つ
な
が
り
も
強
い
。「
そ
う
し
た
社
会
で
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
た
め
に
森
を
切
り
開
く
の
は

悪
い
こ
と
だ
と
言
っ
た
ら
、
現
地
の
人
た
ち
、

特
に
親
が
砂
糖
産
業
で
働
い
て
い
る
子
ど
も

た
ち
を
傷
つ
け
る
で
し
ょ
う
。
問
題
点
を
糾

弾
す
る
の
で
は
な
く
、
地
元
の
人
た
ち
が
自

ら
課
題
を
認
識
し
解
決
法
を
考
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
」
と
、
吉
永
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

　
そ
の
た
め
に
、
研
究
者
、
中
学
・
高
校
教
師
、

住
民
が
参
加
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
流
出
し
た
表
土
の
せ
い
で

下
流
に
行
く
ほ
ど
水
中
の
濁
り
が
増
え
、
飲

み
水
に
適
さ
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

生
物
調
査
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
の
生
物
多

様
性
は
低
く
、
森
を
切
っ
て
畑
を
増
や
す
こ

と
が
生
態
系
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

こ
と
も
示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
体
験
は
、
参
加
し
た
教
師
た
ち

の
意
識
を
大
き
く
変
え
、
彼
ら
自
身
の
熱
心

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
元
市
役
所
に
環
境

教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
現
在
は
環
境

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
東
南
ア
ジ
ア
の
数
カ
国
で
国

際
協
力
に
携
わ
っ
て
き
た
吉
永
さ
ん
は
、「
現

地
の
人
が
困
っ
て
、
助
け
を
求
め
て
い
る
の

で
な
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
は
支
援
の
し
よ

う
が
な
い
ん
で
す
」
と
指
摘
す
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
も
教

地
元
に
寄
り
添
い
、

自
律
す
る
支
援
を

〝
砂
糖
の
島
〞と

森
の
共
存
目
指
し
て

育
が
普
及
し
て
お
り
、
環
境
保
護
の
大
切
さ

を
多
く
の
人
々
が
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
環
境
問
題
と
現
実
の
生
活
が
具
体
的

に
結
び
付
い
て
お
ら
ず
、
行
動
を
起
こ
そ
う

と
い
う
意
識
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　
畠
山
信
さ
ん
と
吉
永
さ
ん
は
、
今
回
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
環
境
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
、

将
来
は
教
育
を
受
け
た
世
代
が
ゴ
ミ
拾
い
や

植
林
な
ど
の
環
境
保
護
活
動
に
自
発
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
吉

永
さ
ん
は
、「
実
地
調
査
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
を
通
し
て
、
現
地
の
人
が
自
分
た
ち

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
認
識
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
。

　
私
た
ち
に
恵
み
を
も
た
ら
す
森
と
海
、
そ

し
て
そ
れ
を
つ
な
ぐ
川
。
自
分
が
住
む
地
域

を
知
る
こ
と
は
、
環
境
を
守
る
第
一
歩
だ
。

毎年、東北で行われる植樹祭。
水源となる森の保全を通して海
の恵みを守る、「森は海の恋
人」の活動のルーツだ

川沿いに建てられた貧困層の住居は、ひとたび増水があればあっという間に流されてしまう

地元の人たちと共に行った水質検査。下流に行くほど水が濁って
いるのを見て、地元の人にも森の保護に取り組む意識が生まれた

山の斜面にまで広がった、ネグロス島の
サトウキビ畑。雨が降ると、表土も水もた
ちまち流れてしまう 国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

森への思いを育てたい
フィリピンで作られる砂糖の半分を生産するネグロス島。

島の面積の７割を占めるサトウキビ畑と引き換えに、森は日々切り開かれている。
「森は海の恋人」は森を守るために、人々の森への理解を深める活動を推進している。

森は海の恋人ＮＰＯ法人

フィリピン
ネグロス島

地元に設置された環境教育委員会。中心となるのは地元の人たち
で、「森は海の恋人」のメンバーはあくまでオブザーバーの立場を貫く
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年
１
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
森
林
保
全
に
協
力
す
べ
く
、

ケ
ニ
ア
の
地
を
踏
ん
だ
。

　
赴
任
先
の
町
、
エ
ル
ダ
マ
・
ラ
ビ
ネ
の
人
々
の
生
活
は
森
と

密
着
し
て
い
る
。
生
活
の
主
な
燃
料
は
ま
き
で
、
森
の
木
の
枝

を
取
っ
て
ま
き
集
め
を
す
る
の
が
人
々
の
日
課
だ
。
ま
た
、
家

畜
を
所
有
し
て
い
る
人
が
多
く
、
森
や
山
の
奥
で
放
牧
さ
れ
た

家
畜
は
好
ん
で
若
い
木
を
食
べ
て
い
る
。
人
々
の
生
活
は
質
素

だ
が
、
人
間
活
動
の
小
さ
な
積
み
重
ね
で
、
森
は
少
し
ず
つ
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
た
。
　

　
山
の
一
部
は
木
々
が
伐
採
さ
れ
て
な
く
な
っ
て
い
る
上
、
森

が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
ユ
ー
カ
リ
な
ど
の
木
材
用

に
植
え
て
い
る
外
来
種
が
ほ
と
ん
ど
で
、
本
来
の
原
生
林
は
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
所
も
多
い
。「
住
民
に
と
っ
て
、
森

は
水
や
薬
も
も
た
ら
し
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
。
彼
ら
は
、
森

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
生
活
の

た
め
に
は
ま
き
や
家
畜
が
必
要
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
森
林
保

全
は
住
民
の
生
計
向
上
を
前
提
と
し
た
取
り
組
み
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
則
近
さ
ん
は
活
動
の
難
し
さ
を
説
明
す
る
。

　
則
近
さ
ん
は
現
在
、「
ケ
ニ
ア
森
林
公
社
」
に
所
属
し
、
エ

ル
ダ
マ
・
ラ
ビ
ネ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
出
向
い
て
住
民
た
ち

が
行
う
森
林
保
護
の
活
動
を
支
え
て
い
る
。
し
か
し
、
赴
任
当

初
は
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
ず
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
。「
オ

フ
ィ
ス
で
会
議
に
参
加
し
て
も
、
英
語
・
ス
ワ
ヒ
リ
語
・
現
地

語
（
カ
レ
ン
ジ
ン
語
）
の
入
り
混
じ
る
会
話
に
つ
い
て
い
け
ず
、

肩
身
が
狭
い
思
い
を
し
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
則
近
さ

ん
。

　
な
ら
ば
、
自
分
で
自
分
の
役
割
を
見
出
そ
う―

―

。
そ
ん
な

思
い
か
ら
、
則
近
さ
ん
は
で
き
る
だ
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
足

を
運
び
、
地
域
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、

野
生
生
物
が

息
づ
く
森
を
守
り
た
い

自
分
の
役
割
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
に

何
に
困
っ
て
い
る
の
か
知
ろ
う
と
努
め
た
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
住
民
と
の
話
し
合
い
に
積
極
的
に
参
加

し
た
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
人
々
に
日
本
の
協
力
隊
と

し
て
の
私
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初

め
は
よ
そ
よ
そ
し
く
、
住
民
同
士
の
会
話
も
カ
レ
ン
ジ
ン
語
で

し
た
が
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
、
私
に
も
分
か
る
ス
ワ
ヒ
リ
語

で
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
現
地
語
を
教
え
て
く

れ
た
り
も
し
ま
す
」
と
、
す
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
打

ち
解
け
た
。

　
ケ
ニ
ア
森
林
公
社
で
は
、
同
公
社
が
管
理
す
る
土
地
を
安
く

住
民
に
売
り
渡
し
、
そ
の
代
わ
り
に
畑
に
木
を
植
え
て
管
理
し

て
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
大
き
く

育
っ
た
木
は
同
公
社
が
伐
採
し
、
木
材
と
し
て
売
る
仕
組
み
だ
。

ケ
ニ
ア
で
は
畑
は
重
要
な
財
産
の
一
つ
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ

て
住
民
は
畑
を
持
ち
安
定
的
に
食
糧
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な

る
上
、
木
の
管
理
を
通
し
て
ま
き
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。「
木
の
管
理
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
、

住
民
た
ち
は
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
ち
ゃ
ん
と
耳
を
傾
け
て
く
れ

ま
す
。
住
民
と
親
し
く
な
っ
た
こ
と
で
活
動
も
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
」
と
則
近
さ
ん
は
や
り
が
い
を
語
る
。

　
さ
ら
に
、
則
近
さ
ん
は
最
近
、
新
た
な
挑
戦
も
始
め
た
。
今

ま
で
は
種
か
ら
苗
を
育
て
て
い
た
が
、
枝
を
切
り
取
り
土
に
植

え
て
根
を
生
え
さ
せ
る
「
挿
し
木
」
の
手
法
を
新
た
に
取
り
入

れ
た
の
だ
。「
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
、
配
属
先
か
ら
は

〝
難
し
い
の
で
は
な
い
か
〞
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
う
ま

く
い
け
ば
種
を
購
入
す
る
費
用
を
節
約
し
、
同
時
に
、
苗
を
育

て
る
時
間
も
短
縮
で
き
る
の
で
挑
戦
し
て
み
た
い
ん
で
す
」
と

則
近
さ
ん
は
意
気
込
む
。

　「
森
を
守
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
人
々
に
は
〝
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
〞
と

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」。
そ
ん
な
思
い
を
受
け
た

木
は
、
強
く
、
大
き
く
育
つ
に
違
い
な
い
。

　
大
学
時
代
、
農
学
部
で
樹
木
の
生
態
や
林
業
に
つ
い
て
研
究

し
て
き
た
則
近
由
貴
さ
ん
。
森
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
野
生

生
物
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
だ
。「
も
と
も
と
、
野
生
生
物
の
保

護
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
て
い
た
ん
で
す
。
多
く
の

場
合
、
動
物
は
す
み
か
が
な
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
絶
滅
に
追

い
込
ま
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
野
生
生
物
の
す
み
か
と
な
る
森
を

守
ろ
う
と
考
え
、
大
学
院
ま
で
森
林
の
研
究
に
励
み
ま
し
た
」。

　
大
学
院
修
了
を
控
え
、
学
ん
だ
知
識
を
生
か
す
舞
台
と
し
て

則
近
さ
ん
が
選
ん
だ
の
は
、
遠
い
ア
フ
リ
カ
の
地
だ
っ
た
。
昨

山口県出身。大学の農学部で
樹木生理生態学研究室に所
属。卒業後、2014年１月から
青年海外協力隊（林業・森林
保全）としてケニアで活動中。
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「
地
域
住
民
と
と
も
に
森
を
守
る
」

多
く
の
人
々
が
森
林
に
寄
り
添
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
ケ
ニ
ア
。

則
近
由
貴
さ
ん
は
、地
元
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
入
り
込
み
な
が
ら
、

人
々
の
生
活
と
森
の
双
方
を
守
る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る
。
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則
近
　
由
貴

�
青
年
海
外
協
力
隊
�

b

a.コミュニティーの畑に住民みんなで植林する
b.母親に連れられて植林を手伝う少女
c.コミュニティーの森林地域や居住地域を地図にまとめている
d.子どもたちが植えた木は、将来木材としても活用される

学校を回って植樹の指導をする則近さん。子どもたちと積極的にコミュニケーションをとっている

ケニア
エルダマ・ラビネ



　
明
治
時
代
、〝
れ
ん
が
の
街
〞
と
し
て
栄

え
た
北
海
道
江
別
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え

る
酪
農
学
園
大
学
。
６
月
下
旬
、
海
外
か
ら

の
研
修
員
が
参
加
し
て
、
あ
る
屋
外
実
習
が

行
わ
れ
た
。
上
空
を
見
上
げ
る
研
修
員
た
ち

の
視
線
の
先
に
あ
る
の
は
、小
型
無
人
機
「
ド

ロ
ー
ン
」
だ
。
機
体
に
は
カ
メ
ラ
が
取
り
付

け
ら
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
広
場
を
ゆ
っ
く

り
と
飛
行
し
て
い
る
。
こ
の
ド
ロ
ー
ン
、
実

は
開
発
途
上
国
の
森
林
保
全
に
一
役
買
う
存

在
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　「
多
く
の
途
上
国
で
森
林
減
少
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
策
を
考
え
る
上
で
重

要
な
の
が
、
ま
ず
は
森
林
の
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
。
そ
こ
で
生
か
さ
れ
る
の
が
、
リ
モ

ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
で
す
」。
酪
農
学
園
大
学

農
食
環
境
学
群
の
金
子
正
美
教
授
は
こ
う
説

明
す
る
。
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
は
、
上

空
か
ら
撮
影
さ
れ
た
画
像
を
基
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
技
術
の
こ
と
。
森

林
の
面
積
や
植
生
、
さ
ら
に
は
劣
化
の
状
況

ま
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
撮
影
に

は
、
飛
行
機
や
人
工
衛
星
が
使
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
ド
ロ
ー
ン
は
手
軽
で
コ
ス
ト
も

低
い
こ
と
か
ら
、
途
上
国
で
は
特
に
実
用
性

が
高
い
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
、
酪
農
学
園

大
学
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る

の
が
、
途
上
国
の
行
政
担
当
者
ら
を
対
象
に
、

測
量
や
分
析
の
技
術
を
伝
え
る
「
森
林
リ
モ

ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
研
修
」
だ
。

　
15
年
以
上
前
か
ら
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン

グ
や
、
地
図
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地

す
る
の
だ
。
研
修
で
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
金
子
教
授
は
、
研
修
員
一
人
一
人
と
話

を
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。
そ
の

際
、
計
画
が
実
現
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
点

に
、
特
に
気
を
配
っ
て
い
る
と
い
う
。「
日

本
で
研
修
を
経
験
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
機

材
や
設
備
が
全
て
整
っ
て
い
る
前
提
で
考
え

て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
た
め
、
指
導
す
る
際

に
は
、
簡
易
で
コ
ス
ト
を
抑
え
た
方
法
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」。

　
そ
し
て
迎
え
た
最
終
日
。
国
内
の
森
林
の

現
状
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
ど
の
地
域

で
ど
う
生
か
す
の
か
、
期
待
さ
れ
る
成
果
な

ど
を
ま
と
め
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
、
一

人
一
人
が
発
表
し
た
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
テ

ィ
マ
ナ
・
レ
ナ
ト
さ
ん
は
、
空
撮
画
像
を
基

に
森
林
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
過
去
の
衛
星
画

像
と
組
み
合
わ
せ
て
、
こ
こ
数
年
で
の
変
化

を
分
析
す
る
計
画
を
発
表
。
一
方
、
丸
太
の

生
産
に
伴
う
森
林
減
少
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

と
い
う
フ
ィ
ジ
ー
の
バ
レ
ン
タ
ブ
ア
・
ル
シ

ア
テ
さ
ん
は
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
を
植

林
事
業
に
活
用
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。
そ

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
が
よ
り
実
践
的
な

も
の
に
な
る
よ
う
に
、
問
題
点
な
ど
を
全
員

で
議
論
し
、
発
表
会
は
終
了
し
た
。

　
研
修
の
あ
と
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
か
ら
参
加

し
た
ム
ア
・
ガ
ス
グ
ラ
ン
デ
ィ
さ
ん
は
、「
基

礎
か
ら
教
わ
っ
た
た
め
理
解
し
や
す
か
っ

た
。
今
後
、
森
林
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
て
、
地
域
の
人
た
ち

の
知
識
や
技
術
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
た
。
金
子
教
授
は
、「
日
本
で
の
研

修
は
ま
だ
ま
だ
前
半
戦
で
す
。
今
回
発
表
し

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国

で
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
北
海
道
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
培
わ
れ
て

き
た
技
術
が
、
世
界
の
森
林
を
救
う
一
助
と

な
り
そ
う
だ
。

北
海
道
な
ら
で
は
の
技
術
に

秘
め
ら
れ
た
可
能
性

研
修
員
が
見
据
え
る

こ
れ
か
ら
の
森
林
保
全
の
形

面積約８万3,400km2。人口約550
万6,400人。北海道の森林面積は
554万ヘクタールで、土地面積の
71%、全国の森林面積の22%にあ
たる。札幌と帯広の２カ所にセンター
を置くＪＩＣＡ北海道では、開拓・開発の
歴史を背景とした地域社会や、豊かな
自然といった北海道の特性を生かし
て多様な研修事業を展開。これまで
累計約9,000人の研修員を受け入れ
てきた。

北海道

ドローンを使った観測方法を学ぶ研修員たち。ドローンは飛行機や人工衛星に比べて、天候に左右されにくいというメリットがある

雄大な自然が魅力の北海道では、
森林や湿原の保全活動に加え、環境分野の研究にも積極的に取り組んできた。

その知見を生かして、森林の減少に悩む国々に技術を伝えている。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

44

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
酪
農
学
園
大
学
。
こ
う
し
た
技
術
の
実

用
化
は
、
全
国
の
中
で
も
北
海
道
が
特
に
進

ん
で
い
る
背
景
に
つ
い
て
、金
子
教
授
は
「
広

大
な
森
林
や
農
地
を
有
す
る
北
海
道
で
は
、

林
業
や
農
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
も
必

要
だ
っ
た
の
で
す
」
と
話
す
。
例
え
ば
、
金

子
教
授
の
研
究
室
で
は
、
畑
の
空
撮
写
真
を

基
に
、
農
作
物
の
生
育
状
況
の
解
析
を
進
め

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
肥
料
を

与
え
れ
ば
よ
り
効
果
的
で
あ
る
か
が
分
か
る

と
い
う
の
だ
。
他
に
も
、
釧
路
湿
原
の
保
全

や
、
食
害
が
深
刻
化
し
て
い
た
エ
ゾ
シ
カ
の

行
動
調
査
な
ど
に
も
貢
献
し
て
き
た
実
績
を

持
つ
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
緑
地
が
多
く
、

研
究
に
適
し
た
環
境
に
あ
る
こ
と
も
こ
の
大

学
の
強
み
で
す
。
以
前
に
比
べ
て
解
像
度
も

上
が
っ
て
い
て
、
活
用
の
幅
は
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
ま
す
」。

　
こ
う
し
た
知
見
を
生
か
し
て
始
ま
っ
た
研

修
も
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
、
今
回
は
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
６
カ
国

か
ら
９
人
が
参
加
し
た
。
最
終
日
を
翌
日
に

控
え
た
こ
の
日
、
研
修
員
た
ち
は
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
発
表
会
の
準
備
に

追
わ
れ
て
い
た
。
約
１
カ
月
半
、
画

像
の
解
析
方
法
や
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
集
め
た

情
報
と
組
み
合
わ
せ
た
活
用
法
な
ど

を
、
実
習
形
式
で
学
ん
だ
研
修
員
た

ち
。
そ
の
技
術
を
母
国
で
の
森
林
保

全
に
ど
う
生
か
す
か
を
最
後
に
発
表

北 海  道

高度や場所によって、大小さまざまな
ドローンを使い分けている

研修員にアドバイスを
する金子教授。それぞ
れの理解度に応じたき
め細かい指導を心掛け
ている

世界に羽ば　たく革新的な技術

サッポロビール博物館を見学した研修員たち。今後はそれぞ
れの母国で森林保全の取り組みを進めていく

アクションプランを発表する研修員。予算案やスケジュールな
ども作成し、より実現可能なプランを立てた

北海道

江別市

August 2015                       2223　                   August 2015



２
年
間
、環
境
保
全
の
分
野
に
携
わ
っ
て

き
た
赤
塚
槙
平
さ
ん
。そ
こ
で
実
感
し
た

の
は
、一
つ
の
案
件
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
人
が
関
わ
り
、そ
の
軸
足
も〝
今
〞と

〝
未
来
〞で
異
な
る
こ
と
。そ
の
難
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
も
、日
々
職
務
に
奔
走
し
て

い
る
。

　

大
学
時
代
、友
人
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
旅
行
し
た
時
、

私
に
と
っ
て
一
つ
の
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。
湖
で
ボ

ー
ト
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
し
て
い
る
男
性
か
ら
、「
稼

い
だ
お
金
は
全
て
語
学
の
勉
強
に
使
っ
て
い
る
」
と

い
う
話
を
聞
い
た
の
で
す
。
理
由
は
、
自
分
自
身
の

生
活
環
境
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
。し
か
し
、

い
く
ら
努
力
を
し
て
も
、
生
活
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
聞
い
た
時
、
初
め
て

国
際
協
力
に
興
味
を
抱
き
ま
し
た
。

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
母
子
家
庭
で
育
ち
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
制
限
さ
れ
た
学
生
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
こ

と
を
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
少
し
ず
つ
環

境
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
自

分
自
身
の
経
験
と
も
重
な
り
、
開
発
途
上
国
で
あ
っ

て
も
全
て
の
人
が
可
能
性
を
切
り
開
い
て
い
け
る
チ

ャ
ン
ス
に
溢
れ
た
社
会
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
構
３
年
目
で
、
地
球
環
境
部
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
。
担
当
し
た
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
案
件
は
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
イ
ラ
ン
の
ア

ン
ザ
リ
湿
原
を
保
全
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ

の
湿
原
は
、
上
流
域
か
ら
の
土
砂
や
下
水
な
ど
の
流

入
に
よ
っ
て
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
日

本
が
協
力
し
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

成
功
の
鍵
を
握
る
の
が
、
湿
原
が
あ
る
ギ
ラ
ン

州
政
府
の
理
解
を
得
る
こ
と
。
そ
こ
で
、
州
知
事

を
日
本
に
招
き
、
日
本
の
環
境
保
全
活
動
を
紹
介

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
視
察
先
の
一
つ
が
、
か

つ
て
汚
染
が
深
刻
だ
っ
た
琵
琶
湖
。
住
民
が
合
成

洗
剤
に
代
わ
り
、
粉
せ
っ
け
ん
の
使
用
を
推
進
し
た

「
せ
っ
け
ん
運
動
」
を
は
じ
め
、
全
て
の
利
害
関
係

者
が
参
加
し
て
琵
琶
湖
の
保
全
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
、
水
質
が
改
善
さ
れ
た
経
緯
を
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
の
民
間
企
業
を
訪
れ
、
環
境
保

全
活
動
が
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
事

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
滞
在
期
間
中
は
、
送
り
迎

え
や
食
事
の
面
な
ど
に
気
を
遣
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
地
域
が
一

帯
と
な
っ
て
取
り
組
む
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
成
果
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
部
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
か
ら
声
を
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
イ

ラ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
自
治
体
、
関
係
省
庁
、

水
道
公
社
、
N
G
O
な
ど
の
多
く
の
セ
ク
タ
ー
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
意
見
が
一
致
し
な
い
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
が
、
ま
ず
は
話
を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
理
解
し
た
上
で
、
お
互
い
に
協
力
し
合

え
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
心
掛
け
ま
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立
場
を
越
え
た
理
解
を
大
切
に
し
た
い

イランの森林再生プロジェクトで、地元住民からヒアリングを行う赤塚さん（右から２人目）

From Headquarters

き
っ
か
け
は

旅
先
で
の
偶
然
の
出
会
い

環
境
を
守
る
大
切
さ
を

日
本
の
経
験
か
ら
伝
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
こ
と

し
た
。
入
構
当
時
か
ら
、
途
上
国
の
暮
ら
し
を
改
善

し
た
い
と
考
え
て
い
た
私
は
、
初
め
の
こ
ろ
は
、
環

境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軸
足
が〝
今
〞よ
り
も〝
未
来
〞に

向
い
て
い
る
こ
と
に
戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か

し
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
経
験
し
た
今
で

は
、〝
今
〞と〝
未
来
〞の
両
方
と
向
き
合
い
、
持
続
可

能
な
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち

と
共
に
考
え
、
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

７
月
か
ら
は
、
世
界
最
貧
国
の
一
つ
、
マ
ラ
ウ
イ

の
事
務
所
で
主
に
社
会
開
発
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
、〝
今
〞を
生
き
る
人
の
立
場

に
立
っ
た
支
援
が
よ
り
必
要
と
な
り
ま
す
が
、〝
未

来
〞を
考
え
る
立
場
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
経

験
は
、
自
分
自
身
の
強
み
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

国
際
協
力
に
携
わ
る
上
で
何
が
で
き
る
の
か
―
。
こ

れ
か
ら
が
、
そ
の
答
え
を
見
つ
け
る
本
当
の
始
ま
り

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大学卒業後、2011年にＪＩＣ
Ａに就職。調達部と地球環
境部をそれぞれ２年間経験
し、今年７月より現職。

ＪＩＣＡマラウイ事務所

赤塚 槙平
AKATSUKA Shinpei

イラン・ゲシュム島で「エコアイランド構想」
の実現に向けたプロジェクトを立ち上げる
ため、現地の職員と協議（右端）



25　                   August 2015

AUGUST 2015

　

ネ
パ
ー
ル
大
地
震
か
ら
２
カ
月
後
の
６

月
25
日
、同
国
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
「
ネ

パ
ー
ル
復
興
の
た
め
の
支
援
国
会
合
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、「
強
靭
な

ネ
パ
ー
ル
に
向
け
て
」
と
題
さ
れ
る
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
田
中

明
彦
理
事
長
が
「B

uild B
ack B

etter

に

基
づ
い
た
復
興
」 

、
竹
谷
公
男
国
際
協
力

専
門
員
が
「
都
市
の
復
興
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　
「B

uild B
ack B

etter
」
は
、
災
害
多
発

国
の
教
訓
か
ら
生
ま
れ
た
考
え
方
で
、
今

年
3
月
の
国
連
防
災
世
界
会
議
で
採
択
さ

れ
た
「
仙
台
防
災
枠
組
」
で
も
優
先
行
動

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
中
理
事

長
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
ネ
パ
ー
ル
へ
の
震

災
復
興
支
援
で
の
「B

uild B
ack B

etter

」

と
「
災
害
直
後
の
緊
急
援
助
か
ら
復
旧
・

復
興
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
（
シ
ー
ム
レ

ス
）移
行
」と
い
う
二
つ
の
考
え
に
つ
い
て
、

援
助
現
場
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

竹
谷
国
際
協
力
専
門
員
は
、
将
来
の
地

震
に
備
え
る
た
め
の
首
都
圏
強
靭
化
に
関

す
る
取
り
組
み
と
今
後
の
具
体
策
を
説
明
。

被
災
を
機
に
、
よ
り
災
害
に
強
い
社
会
を

作
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
６
月
下
旬
か
ら

雨
期
に
入
り
、
被
災
者
に
と
っ
て
、
住
宅

分
野
の
支
援
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
支
援
国
会
合
の
会
場
な

ど
で
、
仮
設
住
宅
に
住
み
つ
つ
シ
ー
ム
レ

ス
に
恒
久
住
宅
へ
移
行
で
き
る
Ｓ
Ｔ
Ｐ

（S
helter To P

erm
anent

）
工
法
な
ど
の

耐
震
モ
デ
ル
住
宅
の
施
工
方
法
に
つ
い
て

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｐ
工
法
に
よ
る
農
村
地
域
向
け
の

住
宅
は
、
仮
設
住
宅
の
枠
組
と
現
地
に
あ

る
石
な
ど
の
材
料
を
活
用
し
て
住
民
の
手

で
建
設
で
き
、
住
民
は
同
じ
場
所
で
仮
設

住
宅
か
ら
恒
久
住
宅
に
移
行
で
き
ま
す
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
支
援
国
会
合
で
住
宅
支
援
を
行

う
際
に
最
低
限
守
る
べ
き
基
準
と
し
て
、Ｓ

Ｔ
Ｐ
工
法
を
具
体
的
に
提
示
。
二
つ
の
会

場
で
地
元
の
学
識
者
、学
生
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
、

８
０
０
人
以
上
が
訪
問
し
、
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ネパールの「より良い復興～Build Back Better」を目指して 01

支援国会合で田中理事長はJICAによる今後の住宅分野
の支援について言及

トリブバン大学内のモデル住宅施工展示を視察

03ガーナの洪水被害に緊急援助
　

ガ
ー
ナ
共
和
国
で
発
生
し
た
洪
水
被
害

に
対
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
同
国
ア
ク
ラ
市
内

の
国
連
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
倉
庫

に
備
蓄
す
る
緊
急
援
助
物
資
を
放
出
し
、

6
月
25
日
に
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
に
引
き

渡
し
ま
し
た
（
総
額
約
８
５
０
万
円
）。

　

引
き
渡
し
式
で
ガ
ー
ナ
の
マ
ー
ク
・
オ

ー
ウ
ェ
ン
・
ワ
ヨ
ン
ゴ
内
務
大
臣
は
、「
今

回
の
災
害
は
、
洪
水
に
加
え
て
不
幸
な
爆

発
事
故
が
重
な
り
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出

た
が
、
日
本
が
支
援
し
た
物
資
に
よ
り
、

多
く
の
被
災
者
が
喜
ぶ
。
こ
れ
か
ら
は
、

災
害
経
験
の
豊
富
な
日
本
に
よ
る
ガ
ー
ナ

の
人
材
育
成
に
も
期
待
し
た
い
」
感
謝
と

期
待
の
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
本
側
を
代
表
し
た
吉
村
馨
大

使
は
、
ア
ク
ラ
を
中
心
と
す
る
被
災
地
で

洪
水
と
爆
発
事
故
に
よ
っ
て
多
く
の
人
命

が
失
わ
れ
た
こ
と
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、「
供
与
物
資
が
状
況
改
善
に

寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
さ
ら
に
は
将

来
の
災
害
に
備
え
て
、
今
後
、
人
命
損
失

を
避
け
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
こ
と

を
希
望
し
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

02　カンボジアの民間病院を設立・運営
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
6
月
25
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

法
人
のS

unrise H
ealthcare S

ervice 
C
o., Ltd.

（
以
下
「
S
H
S
」）
と
の
間
で
、

救
急
救
命
医
療
整
備
事
業
を
対
象
と
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
る

貸
付
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。同
事
業
は
、

S
H
S
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ

ン
で
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
民

間
病
院
を
設
立
・
運
営
し
、
医
療
水
準

の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
急
速
な
経
済
成
長

に
伴
い
、
生
活
習
慣
病
が
増
加
。
中
で
も

脳
卒
中
は
救
急
処
置
が
重
要
で
す
が
、
脳

神
経
外
科
分
野
の
高
度
医
療
が
十
分
に

整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
の
交
通
事

故
急
増
に
対
応
で
き
る
救
急
医
療
体
制

の
整
備
も
不
十
分
で
す
。
そ
こ
で
、
日
本

人
医
師
や
看
護
師
を
中
心
と
し
た
質
の

高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
、
高
度
・
救
急

医
療
水
準
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

日
本
政
府
の
「
日
本
再
興
戦
略
」
で
は
、

20
年
ま
で
に
新
興
国
を
中
心
に
日
本
の

医
療
拠
点
を
10
カ
所
程
度
創
設
す
る
と
さ

れ
、
本
事
業
は
こ
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。 病院完成予想図

ワヨンゴ内務大臣（左から2番目）や吉村馨大使（同3番目）ら
が出席した引き渡し式



　
南
ス
ー
ダ
ン
は
豊
か
な
国
で
す
。
農
業
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
、
そ
の
気
に
な
れ
ば

自
国
は
も
ち
ろ
ん
、
慢
性
的
な
食
糧
不
足
に

苦
し
む
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
食
糧
を
提
供

で
き
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
遊
牧
も
盛

ん
で
、
牛
の
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
育
つ
子
ど
も

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
原
油
輸
出
で
外
貨

収
入
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
国
に
は
た
だ
一
つ
、
平
和
だ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
。１
９
５
５
年
か
ら
の
60
年
間
で
、

平
和
だ
っ
た
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
期
だ

け
で
す
。

　
前
回
訪
れ
た
１
９
９
９
年
は
ス
ー
ダ
ン
共

和
国
か
ら
の
独
立
を
め
ぐ
る
内
戦
の
真
っ
只

中
で
、
空
爆
か
ら
逃
れ
た
人
た
ち
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
を
訪
問
し
ま
し
た
。
当
時
か
ら
、
ス

ー
ダ
ン
で
は
子
ど
も
兵
が
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
て
、
私
も
実
際
に
、
小
さ
い
子
ど
も

が
大
人
の
よ
う
な
重
装
備
で
町
を
歩
く
姿
を

見
掛
け
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
16
年
。
南
ス
ー
ダ
ン
は
３
年
前

に
独
立
し
、
油
田
か
ら
の
利
益
を
分
か
ち
合

っ
て
平
和
に
暮
ら
す
約
束
で
し
た
。
け
れ
ど

も
、
国
内
の
部
族
同
士
で
争
い
が
始
ま
っ
た

の
で
す
。

　
私
は
今
年
４
月
、
再
び
南
ス
ー
ダ
ン
を
訪

れ
ま
し
た
。
戦
闘
が
起
き
て
い
る
地
域
に
は

入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
比
較
的
安
全
な
地

域
や
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
し
、
現
地
の

人
々
の
生
活
を
目
に
焼
き
付
け
て
き
ま
し
た
。

　
南
ス
ー
ダ
ン
の
内
戦
で
家
を
追
わ
れ
た

人
々
は
、
お
よ
そ
２
０
０

万
人
。
約
１
５
０
万
人
が

国
内
避
難
民
と
し
て
、
約

50
万
人
が
国
境
を
越
え
難

民
と
し
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
大
人
の
男
性
の
多
く

は
兵
隊
に
取
ら
れ
て
し
ま

い
、
女
性
や
子
ど
も
、
お

年
寄
り
だ
け
が
残
っ
て
い

る
の
で
す
。
働
き
手
が
い

な
い
の
で
、
家
に
帰
っ
て

も
食
べ
る
も
の
が
あ
り
ま

23

せ
ん
。
配
給
を
受
け
な
け
れ
ば
、
生
き
て
い

け
な
い
の
で
す
。
戦
争
で
牛
を
失
い
、
生
活

の
糧
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
牛
の
ミ
ル
ク
が
大
切
な
栄
養
補

給
源
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
間
に
も
、
深
刻

な
栄
養
不
足
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
、
良
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
中
部
で
活
動
し
て
い
た
あ
る
武
装
勢
力

と
ユ
ニ
セ
フ
の
間
で
昨
年
合
意
が
結
ば
れ

て
、
今
年
４
月
末
ま
で
に
、
３
０
０
０
人
の

子
ど
も
兵
全
員
が
解
放
さ
れ
た
の
で
す
。
こ

れ
は
、
ユ
ニ
セ
フ
が
直
接
、
現
地
の
武
装
勢

力
と
交
渉
し
て
得
た
成
果
で
す
。

　
今
回
、
私
は
こ
の
武
装
勢
力
の
司
令
官
と

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。司
令
官
は
、

「
わ
れ
わ
れ
が
子
ど
も
を
兵
士
に
し
た
の
で

は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
は
行
き
場
を
失
い
、

わ
れ
わ
れ
に
つ
い
て
き
た
。
放
っ
て
お
い
た

ら
飢
え
て
し
ま
う
し
、
敵
に
出
会
え
ば
攻
撃

さ
れ
る
。
だ
か
ら
保
護
し
た
の
だ
」
と
強
調

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
聞
く
と
、
実
際

に
、
身
寄
り
が
な
い
中
で
武
装
勢
力
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
ら
れ
、
つ
い
て
い
く
こ
と
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
大
使

豊
か
さ
生
か
す
平
和
を

〈
P
r
o
f
i
l
e
〉

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン

香
港
生
ま
れ
。１
９
７
２
年
に
日
本
で
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
。以

来
、芸
能
活
動
の
傍
ら
、教
育
学
を
学
び
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。98
年
、日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
大

使
に
就
任
し
、戦
乱
や
貧
困
に
苦
し
む
国
の
子
ど
も
た
ち
の

現
状
を
伝
え
て
い
る
。教
育
学
博
士
。

　
そ
の
司
令
官
は
、
今
回
の
子
ど
も
兵
解
放

に
当
た
っ
て
、
ユ
ニ
セ
フ
に
感
謝
し
て
い
る

と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
ユ
ニ
セ
フ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

と
い
う
受
け
皿
を
作
り
、
解
放
後
の
子
ど
も

た
ち
の
生
活
に
責
任
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る

か
ら
、
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
を
帰
せ
る
」

と
。

　
そ
れ
を
聞
い
て
私
は
、
現
地
の
人
た
ち
と

対
話
し
、
互
い
が
納
得
で
き
る
解
決
方
法
を

探
す
こ
と
が
、
問
題
解
決
に
は
大
切
な
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
兵
の
開
放
式
典
で
、
子
ど
も
た
ち

は
武
器
を
引
き
渡
し
、
軍
服
を
脱
い
で
、
代

わ
り
に
ユ
ニ
セ
フ
か
ら
新
し
い
服
や
靴
な
ど

を
も
ら
い
、
社
会
復
帰
セ
ン
タ
ー
に
通
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
で
会
っ
た
子
が
「
ぼ
く
は
こ

れ
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
食
べ
て
い
け
ば
い
い

の
？
」
と
聞
い
て
き
ま
し
た
。
食
べ
て
い
く

た
め
の
知
識
も
、
道
具
も
な
い
こ
の
子
た
ち

が
、
き
ち
ん
と
自
立
し
て
食
べ
て
い
け
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、
６
０
０
人
以
上
の

子
ど
も
が
、
毎
日
の
食
事
が
あ
り
、
気
兼
ね

な
く
友
達
と
遊
べ
る
生
活
を
心
か
ら
味
わ
っ

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と
は
言
っ
て
も
、
テ

ン
ト
が
５
〜
６
個
並
ぶ
だ
け
で
、
あ
と
は
み

ん
な
木
陰
で
過
ご
す
よ
う
な
場
所
で
す
が
、

そ
れ
で
も
彼
ら
が
よ
う
や
く
取
り
戻
し
た
日

ナイル川の水源にあたる南
スーダンは、水が豊富で土地
も豊かだ。川を渡る船は重要
な交通手段でもある

体調を壊して入院した子どもに付き添うお母さん。一家を支える彼女が働けない
ので、他の子どもたちは食べるものにも困っている

笑顔で手を振ってくれた子どもたち。今、国を豊かにできなければ、
この子たちには手遅れになる

　
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
子
ど
も
の
10
人
に
一

人
が
５
歳
に
な
る
前
に
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
平
均
寿
命
も
50
代
半
ば
で
す
。
早
く
平

和
を
取
り
戻
し
て
、
戦
争
に
使
っ
て
い
る
お

金
で
教
育
や
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
な
け
れ
ば
、

こ
の
子
た
ち
に
と
っ
て
は
手
遅
れ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
部
族
の
力

が
強
く
、
独
立
前
も
長
老
が
治
め
る
社
会
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
数
多
く
の
部
族
が
協
力
し

て
一
つ
の
国
に
な
れ
る
ほ
ど
、
ま
と
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
で
も
、
い
ま
内
戦
で
互
い
に
血
を
流
し
て

い
る
人
た
ち
も
、
か
つ
て
は
独
立
の
た
め
に

肩
を
並
べ
て
戦
っ
て
い
た
の
で
す
。
も
う
一

度
、
今
度
は
「
平
和
」
と
い
う
目
標
に
向
か

っ
て
力
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
か
。
そ
し
て
、

こ
の
国
の
豊
か
さ
を
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

に
い
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　
こ
の
国
の
平
和
の
た
め
に
私
に
も
で
き
る

こ
と
が
あ
る
は
ず
。
そ
ん
な
思
い
で
、今
も
、

南
ス
ー
ダ
ン
の
ユ
ニ
セ
フ
の
ス
タ
ッ
フ
と
、

情
報
や
ア
イ
デ
ア
の
や
り
取
り
を
続
け
て
い

ま
す
。

リハビリセンターの子どもたちと。この子たちが
笑顔で生きていくために、国全体の融和が必要だ

常
で
す
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
、
独
立
後
も
内
戦
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
な
い
南
部
の
州
も
訪
問
し
ま

し
た
。中
部
以
上
に
農
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、

小
学
校
で
も
全
員
が
制
服
を
着
て
笑
顔
で
通

っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
本
当
に
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
セ
フ
の
支
援
で

運
営
さ
れ
る
小
さ
な
職
業
訓
練
校
の
卒
業
式

に
招
か
れ
、
若
者
た
ち
が
仕
事
の
道
具
を
手

渡
さ
れ
、
大
臣
か
ら
「
私
た
ち
の
誇
り
だ
」

と
励
ま
さ
れ
て
い
る
姿
も
見
ま
し
た
。
平
和

が
あ
れ
ば
、
こ
う
し
て
子
ど
も
た
ち
が
自
立

し
て
い
け
る
―
―
彼
ら
の
姿
は
、
大
き
な
希

望
で
す
。

一
つ
を
除
い
て
す
べ
て
が
あ
る
国

現
地
の
考
え
踏
ま
え
た
交
渉
を

食
べ
て
い
く
方
法
が
な
け
れ
ば
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　森林には、いろいろな働きがあり、私たちの生活をあ
らゆる側面から支えてくれていることを知っていますか。

　家を建てるための木材やおいしい果物など、私たち

は生活に欠かせない多くの資源を森の恵みに頼ってい

ます。また、木の根はしっかりと土や石を抱きかかえて

土砂災害を防いだり、川の流れを安定させたりしてくれ

ます。生き物にとっても森は大事なすみかですよね。こ

の他にも、木には二酸化炭素を吸収し空気をきれいに

する働きがありますが、これは気候変動の問題とも深く

結び付いているんですよ。

どうして世界の森を守らなければならないの？

　７月７日、開発や人権の問題を扱う英国の独立系シンクタンク
ODI（Overseas Development Institute）本部で、「日本と英
国：新開発協力政策―多様化するチャレンジに対応するパート
ナーシップの強化」と題したシンポジウムが開催されました。
　はじめに、外務省国際協力局の岡庭健審議官が、政府開発
援助（ODA）を通じた日本の60年にわたる国際社会への貢献を
振り返った上で、国際情勢の変化や開発課題の多様化・複雑
化・広範化に対応すべく２月に決定された「開発協力大綱」を紹
介しました。
　続いて、エジンバラ大学のケネス・キング教授は、日本のODA
をはじめとする国際協力の成果や特色に言及。伝統的ドナーで
ある英国の支援や、近年注目を集める中国の対アフリカ支援の
特色と比較した「日本らしさ」と強みについて述べました。
　また、政策研究大学院大学の大野泉教授は「開発協力の新
たな時代における英国と日本」と題して、日本の「開発協力大
綱」の新たな方向性を示し、特に官民連携を一層推進するととも
に、「質の高い成長」を重視する点を強調。英国の開発政策と比
較し、日本への期待や日英連携の可能性について論じました。
　会場では、開発協力関係者や有識者、NGO関係者などとの
活発な意見交換も行われ、日本の開発協力政策に対する理解
を深める機会となりました。

日・英が開発支援の協力強化

A1.

　ブラジルのリオ・デ・ジャネイロで1992年に開催され
た「地球サミット」をはじめ、地球規模の環境課題をテー

マにさまざまな国際会議が開かれ、森林の問題につい

て話し合われてきました。

　みなさんは「持続可能な森林経営」という言葉を聞い

たことがありますか。これは、森の生態系を健全に維持

し、その恵みを利用して人類のニーズに持続的に対応

できるように森林を扱うという考え方のことです。ここ

で大事なのは、将来世代のニーズも守るということ。木

を植えても､実際に生活の糧として活用できるまで育つ

のは次の世代になってしまうため、特に開発途上国の

人々にとっては遠い将来のために目の前の木を守ろう

というインセンティブは働きづらいといった難しさもあ

ります。

森林を守るために世界はど　　   のような取り組みをしているの？

Q1.

髙橋 和宏

　ところが、世界では森林面積の減少が深刻になっ

ていて、特に南米とアフリカでは森はどんどん姿を消

しています。その一方、アジアでは、主に中国での大

規模な植林により森林面積が増えていますが、それ

でも世界全体では2000～2010年の10年間で、毎年

500万ヘクタールの森が失われています。

　このように、地域差はありますが森林にはいろいろ

な働きがあり、地球規模の環境問題に結び付いてい

るため、各国が協力して保全していくことが大切なん

ですよ。

　日本も森林や生物多様性を守るために努力してい
ます。政府と民間企業など、さまざまなアクターが協力

して森林の保全に取り組んでおり、また、国土の７割を

森林が占めていることから、林業分野でも経験豊かな

技術を培ってきました。こうした優れた技術と知見は、

世界の森を守るために生かされています。

　例えば、コートジボワールでは違法伐採や汚染など

によって森林破壊が問題となっていました。日本は、住

日本は世界の森林保全にどのように協力しているの？

　このため、2000年に設立された国連森林フォーラム

（UNFF）では、森林に関する世界目標を設定して、その

達成に向けての施策や協力を進めるための枠組みを

つくり、政府間で議論を続けてきました。

　また、1986年には国際熱帯木材機関（ITTO）が設立さ

れました。ITTOは、持続可能な森林経営に加え、熱帯木

材の適正な貿易を推進する観点から各国の森林開発を

支援しています。現在、70の国々と欧州連合（EU）が加盟

しており、生産国と消費国の間で森林に関する政策を議

論し、国際協力を通じて森林資源を守っています。

　ITTOの事務所が横浜にあるのは、日本が当時世界最

大の熱帯木材消費国だったためと、日本が森林保全に

最も熱心な国の一つとして世界に認められているため

でしょう。

東京大学法学部卒業後、農林水産省入省。2008年から
農林水産大臣官房国際部上席交渉官として世界貿易機関
（WTO）農業交渉を担当。10年から在ジュネーブ国際機関
日本政府代表部参事官（農業担当）。13年より現職。

民参加型の取り組みを広めたり、専門家を派遣したり

することで、４年間で2,000ヘクタールの森の回復を目

指す同国を支援しています。

　森林は種類によって保全の仕方が異なるだけでな

く、どのような対策を取るかは国の経済状況によって

も変わります。国内での経験を背景に、相手国のニー

ズに基づいて細やかな協力ができるのは日本の森林

国際協力の強みだと言えるでしょう。

テーマ

森林保全

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

コートジボワールで荒廃
した森林を回復させるた
め地域住民が苗木を移
植する（写真：ITTO）

TAKAHASHI Kazuhiro

1
森林はさまざま

な機能を持ち、
地球

規模の環境課題
と結び付いてい

る

2
開発途上国の持

続可能な森林経
営

を支援する仕組
みづくりが重要

3
日本は官民協力

や林業の技術を
背景

に、世界の森林保
全に協力している

 

外務省　国際協力局 地球環境課長

A2.

Q2.

A3.

Q3.

［左］日・英の代表者に
よる発表（左から２番目
が岡庭審議官）
［上］参加者からは多く
の質問が寄せられた

Topic from Abroad
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築１００年以上のマンションの入り口に
ある古井戸の上にパルシーの祭壇が
置かれていた。パルシーが多く住むこの
マンションでは、住民や客が入るたびに
手を合わせて祈る（2013年撮影）

生
ま
れ
、
火
を
崇
め
る
儀
式
は
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
経
由
で
奈
良
時
代
の
日
本
に
も
伝
わ

っ
た
。
イ
ン
ド
で
は
「
ペ
ル
シ
ャ
」
が
転

じ
て
「
パ
ル
シ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
自
宅
に
招
い
て
く
れ
た
ニ
ル
ハ
ル
さ
ん

は
、
ペ
ル
シ
ャ
人
の
よ
う
に
端
正
な
顔
立

ち
を
伏
し
目
が
ち
に
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　「
こ
の
部
屋
の
改
装
を
し
た
く
て
も
、

　
イ
ン
ド
西
部
の
商
都
、
ム
ン
バ
イ
の
小

高
い
丘
に
あ
る
住
宅
街
、
マ
ラ
バ
ル
ヒ
ル
。

財
閥
ト
ッ
プ
や
ボ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
俳
優

も
住
む
こ
の
街
に
、「
パ
ル
シ
ー
」
の
人
々

が
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
を
訪
ね
た
。

　
パ
ル
シ
ー
は
、
日
本
人
に
は
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
徒
、
あ
る
い
は
拝
火
教
徒
と
言
う

方
が
分
か
り
や
す
い
。
古
代
ペ
ル
シ
ャ
で

パ
ル
シ
ー
の
自
治
会
組
織
か
ら
立
ち
退
き

命
令
が
出
て
い
て
、
裁
判
が
終
わ
る
ま
で

何
も
で
き
な
い
の
よ
」

　「
ど
う
し
て
？
」

　「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
双
子
を
養
子
に

迎
え
た
か
ら
な
の
」

　
パ
ル
シ
ー
は
宗
教
の
純
粋
性
を
守
る
た

め
、
他
の
宗
教
と
混
じ
り
合
う
の
を
厳
格

に
禁
じ
て
い
る
。
だ
が
、
人
口
の
多
い
こ

の
大
都
会
で
さ
え
、
彼
ら
は
６
万
人
く
ら

い
し
か
い
な
い
。
適
齢
期
の
男
女
が
な
か

な
か
結
婚
で
き
な
い
状
況
だ
。
こ
の
ま
ま

で
は
滅
び
行
く
運
命
と
な
り
か
ね
な
い
。

イランのヤズドで今も絶えることなく燃え続ける「聖なる火」。イランでもっとも古い火とされる（1991年撮影）パルシーとキリスト教徒しか口にしない、豚肉を使うヴィンダールー・カレー。振舞ってくれたドーサ夫人の食卓に、ニルハルさん（57歳、右上）の養女スニテイとスルチ（いずれも9歳）
も加わった。二人の少女はヒンドゥー教徒だ（2015年撮影）

マラバルヒルの博物館には、遠くペ
ルセポリス宮殿から出土した遺物が
展示されていた（1984年撮影）

ドーサ、アディの夫妻と二人の子どもの家族写真。ゾロアスターの肖
像画とともに、祭壇に置かれていた（2015年撮影）

India
［インド］

写真・文＝大村次郷 （写真家）

地球ギャラリー vol.83

　
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
約
３
２
０
０
年
前

に
生
ま
れ
た
古
代
宗
教
だ
。
と
こ
ろ
が
、

ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
で
は
紀
元
前
３

３
０
年
、
王
都
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
が
ア
レ
キ

サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
方
遠
征
で
火
を
放

た
れ
、
苦
難
に
遭
う
。
そ
の
後
、
イ
ス
ラ

ム
教
の
台
頭
で
、
流
浪
の
民
と
な
っ
て
し

ま
う
。

　
彼
ら
は
居
場
所
を
求
め
、
聖
な
る
火
を

携
え
て
イ
ン
ド
へ
。
た
ど
り
着
い
た
の
が

ム
ン
バ
イ
だ
。
現
在
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

徒
の
人
口
は
世
界
で
15
万
人
程
度
だ
が
、

そ
の
半
分
近
く
が
イ
ン
ド
西
部
に
い
る
。

地球ギャラリー vol.83　
マ
ラ
バ
ル
ヒ
ル
に
は
、
彼
ら
の
コ
ロ
ニ

ー
が
い
く
つ
も
あ
る
。
結
束
力
が
強
く
、

裕
福
な
人
が
多
い
。
タ
タ
財
閥
の
創
業
一

族
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
イ
ン
ド
経
済
を

け
ん
引
す
る
経
営
者
も
い
る
。
優
れ
た
芸

術
家
や
知
識
人
も
多
い
。
そ
う
し
た
パ
ル

シ
ー
の
存
在
感
と
独
自
の
文
化
は
「
小
さ

な
巨
人
」
と
も
言
え
る
。

　
そ
の
マ
ラ
バ
ル
ヒ
ル
に
は
、
葬
祭
儀
礼

を
営
む「
沈
黙
の
塔
」が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

パ
ル
シ
ー
の
故
郷
イ
ラ
ン
で
も
中
止
さ
れ

た
鳥
葬
が
行
わ
れ
て
き
た
。
遺
体
を
鳥
に

食
べ
さ
せ
て
自
然
に
か
え
す
の
だ
が
、
最

近
は
こ
こ
で
も
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
ら

し
い
。
故
人
が
生
前
に
服
用
し
て
い
た
抗

生
物
質
な
ど
の
薬
の
せ
い
で
、
鳥
た
ち
が

小さな巨人たち
パルシー

大
村 

次
郷
（
お
お
む
ら 

つ
ぐ
さ
と
）

１
９
４
１
年
、旧
満
州
、新
京（
現
・
長
春
）

生
ま
れ
。写
真
家
。オ
リ
エ
ン
ト
、イ
ン
ド
亜

大
陸
、中
国
を
中
心
に
フ
ォ
ト
・
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
を
手
掛
け
る
。著
書
に「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
歴
史
と
今
が
わ
か
る
事
典
」（
岩
波
ジ

ュ
ニ
ア
新
書
）、「
パ
ン
が
い
っ
ぱ
い
」（
福
音

館
書
店
）な
ど
。

死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
の
だ
。

　
一
方
、
南
ア
ジ
ア
各
地
で
家
庭
料
理
の

撮
影
を
続
け
て
き
た
私
は
、
た
っ
て
の
願

い
を
ニ
ル
ハ
ル
さ
ん
に
伝
え
た
。

　「
ポ
ー
ク
を
使
っ
た
ヴ
ィ
ン
ダ
ー
ル
ー
・

カ
レ
ー
を
作
っ
て
く
れ
る
家
族
を
探
し
て

ほ
し
い
」。
す
る
と
、
隣
家
に
住
む
ド
ー

サ
夫
人
（
60
）
が
作
っ
て
く
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
カ
レ
ー
の
歴
史
を
語
る
の
に

不
可
欠
な
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
肉
の
タ
ブ
ー
が

多
い
イ
ン
ド
で
は
、
最
も
手
に
入
れ
に
く

い
豚
肉
を
使
う
。
こ
れ
を
口
に
で
き
る
の

は
パ
ル
シ
ー
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
け
だ
。

　
イ
ン
ド
学
の
第
一
人
者
、
辛
島
昇
東
大

名
誉
教
授
に
よ
る
と
、
名
前
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
料
理
「
ヴ
ィ
ー
ニ
ョ
・
エ
・
ア
リ
ョ
ス
」

豚肉とシナモン、コリアンダー、しょうが、クミン、コショウ、ニンニク、カ
ルダモン、唐辛子を圧力鍋で煮込む。酢を加えるのがヴィンダールー
カレーならではの特徴だ（2015年撮影）

が
イ
ン
ド
風
に
な
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
の
布
教
と
ス
パ
イ
ス
貿
易
に
か

か
わ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
持
ち
込
ん
だ

料
理
が
現
地
の
カ
レ
ー
と
混
ざ
り
合
っ
て

で
き
た
も
の
で
あ
る
。
作
る
過
程
で
知
っ

た
の
は
、
多
量
の
酢
を
入
れ
る
こ
と
だ
。

こ
れ
は
イ
ン
ド
に
は
な
い
味
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
到
来
し
た
地
は
、
１
９
６
１
年
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厳粛なペルシア建築のたたずまいを
見せるパルシーの寺院。一切の異教
徒を寄せ付けない威厳がある。門の中
央に掲げられているのは、右手を掲げ
るアフラ・マズダの姿（ファロハル）だ
（1984年撮影）

パルシーのニルハルさんの子ども
たちと、同じくパルシーのハキム
夫妻の子どもたち。壁に掛かって
いるのはゾロアスターの絵姿だ
（2014年撮影）

パルシーが乗るスクーターにも、
ファロハルの図柄が付けられて
いた（2011年撮影）

玄関の隅に描かれるスキ・ラホ
という吉祥文様。家人が平和で
あるようにという願いが込められ
ている（2013年撮影）

ゾロアスター（パルシー）教の入門式、ナオジョテ。白い紐「クスティー」と肌着「スドラ」を授かることで、正式にパルシーとなる（1984年撮影）

ま
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
だ
っ
た
ゴ
ア
で
あ

る
。
こ
こ
に
住
む
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に

愛
食
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
少
数
派
の

パ
ル
シ
ー
た
ち
も
食
べ
て
い
る
の
だ
。

　
ム
ン
バ
イ
、
そ
し
て
ゴ
ア
は
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
飲
み
込
ま
れ
ま

い
と
し
て
息
づ
い
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
食

文
化
の
街
で
あ
る
。

インドのパルシー寺院。中にはパルシーしか入れない。彼らの多くはビジ
ネスマンなどとして活躍し、豊かな生活をしている（1984年撮影）



築１００年以上のマンションの入り口に
ある古井戸の上にパルシーの祭壇が
置かれていた。パルシーが多く住むこの
マンションでは、住民や客が入るたびに
手を合わせて祈る（2013年撮影）

生
ま
れ
、
火
を
崇
め
る
儀
式
は
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
経
由
で
奈
良
時
代
の
日
本
に
も
伝
わ

っ
た
。
イ
ン
ド
で
は
「
ペ
ル
シ
ャ
」
が
転

じ
て
「
パ
ル
シ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
自
宅
に
招
い
て
く
れ
た
ニ
ル
ハ
ル
さ
ん

は
、
ペ
ル
シ
ャ
人
の
よ
う
に
端
正
な
顔
立

ち
を
伏
し
目
が
ち
に
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。

　「
こ
の
部
屋
の
改
装
を
し
た
く
て
も
、

　
イ
ン
ド
西
部
の
商
都
、
ム
ン
バ
イ
の
小

高
い
丘
に
あ
る
住
宅
街
、
マ
ラ
バ
ル
ヒ
ル
。

財
閥
ト
ッ
プ
や
ボ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
俳
優

も
住
む
こ
の
街
に
、「
パ
ル
シ
ー
」
の
人
々

が
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
を
訪
ね
た
。

　
パ
ル
シ
ー
は
、
日
本
人
に
は
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
徒
、
あ
る
い
は
拝
火
教
徒
と
言
う

方
が
分
か
り
や
す
い
。
古
代
ペ
ル
シ
ャ
で

パ
ル
シ
ー
の
自
治
会
組
織
か
ら
立
ち
退
き

命
令
が
出
て
い
て
、
裁
判
が
終
わ
る
ま
で

何
も
で
き
な
い
の
よ
」

　「
ど
う
し
て
？
」

　「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
双
子
を
養
子
に

迎
え
た
か
ら
な
の
」

　
パ
ル
シ
ー
は
宗
教
の
純
粋
性
を
守
る
た

め
、
他
の
宗
教
と
混
じ
り
合
う
の
を
厳
格

に
禁
じ
て
い
る
。
だ
が
、
人
口
の
多
い
こ

の
大
都
会
で
さ
え
、
彼
ら
は
６
万
人
く
ら

い
し
か
い
な
い
。
適
齢
期
の
男
女
が
な
か

な
か
結
婚
で
き
な
い
状
況
だ
。
こ
の
ま
ま

で
は
滅
び
行
く
運
命
と
な
り
か
ね
な
い
。

イランのヤズドで今も絶えることなく燃え続ける「聖なる火」。イランでもっとも古い火とされる（1991年撮影）パルシーとキリスト教徒しか口にしない、豚肉を使うヴィンダールー・カレー。振舞ってくれたドーサ夫人の食卓に、ニルハルさん（57歳、右上）の養女スニテイとスルチ（いずれも9歳）
も加わった。二人の少女はヒンドゥー教徒だ（2015年撮影）

マラバルヒルの博物館には、遠くペ
ルセポリス宮殿から出土した遺物が
展示されていた（1984年撮影）

ドーサ、アディの夫妻と二人の子どもの家族写真。ゾロアスターの肖
像画とともに、祭壇に置かれていた（2015年撮影）
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［インド］

写真・文＝大村次郷 （写真家）
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０
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。
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、
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台
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流
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の
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し
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。
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ら
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居
場
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を
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め
、
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る
火
を

携
え
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イ
ン
ド
へ
。
た
ど
り
着
い
た
の
が

ム
ン
バ
イ
だ
。
現
在
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

徒
の
人
口
は
世
界
で
15
万
人
程
度
だ
が
、

そ
の
半
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近
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が
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ン
ド
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部
に
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。
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こ

の
大
都
会
で
さ
え
、
彼
ら
は
６
万
人
く
ら

い
し
か
い
な
い
。
適
齢
期
の
男
女
が
な
か

な
か
結
婚
で
き
な
い
状
況
だ
。
こ
の
ま
ま

で
は
滅
び
行
く
運
命
と
な
り
か
ね
な
い
。

イランのヤズドで今も絶えることなく燃え続ける「聖なる火」。イランでもっとも古い火とされる（1991年撮影）パルシーとキリスト教徒しか口にしない、豚肉を使うヴィンダールー・カレー。振舞ってくれたドーサ夫人の食卓に、ニルハルさん（57歳、右上）の養女スニテイとスルチ（いずれも9歳）
も加わった。二人の少女はヒンドゥー教徒だ（2015年撮影）

マラバルヒルの博物館には、遠くペ
ルセポリス宮殿から出土した遺物が
展示されていた（1984年撮影）

ドーサ、アディの夫妻と二人の子どもの家族写真。ゾロアスターの肖
像画とともに、祭壇に置かれていた（2015年撮影）

India
［インド］

写真・文＝大村次郷 （写真家）
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ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
約
３
２
０
０
年
前

に
生
ま
れ
た
古
代
宗
教
だ
。
と
こ
ろ
が
、

ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
で
は
紀
元
前
３

３
０
年
、
王
都
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
が
ア
レ
キ

サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
方
遠
征
で
火
を
放

た
れ
、
苦
難
に
遭
う
。
そ
の
後
、
イ
ス
ラ

ム
教
の
台
頭
で
、
流
浪
の
民
と
な
っ
て
し

ま
う
。

　
彼
ら
は
居
場
所
を
求
め
、
聖
な
る
火
を

携
え
て
イ
ン
ド
へ
。
た
ど
り
着
い
た
の
が

ム
ン
バ
イ
だ
。
現
在
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

徒
の
人
口
は
世
界
で
15
万
人
程
度
だ
が
、

そ
の
半
分
近
く
が
イ
ン
ド
西
部
に
い
る
。

地球ギャラリー vol.83　
マ
ラ
バ
ル
ヒ
ル
に
は
、
彼
ら
の
コ
ロ
ニ

ー
が
い
く
つ
も
あ
る
。
結
束
力
が
強
く
、

裕
福
な
人
が
多
い
。
タ
タ
財
閥
の
創
業
一

族
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
イ
ン
ド
経
済
を

け
ん
引
す
る
経
営
者
も
い
る
。
優
れ
た
芸

術
家
や
知
識
人
も
多
い
。
そ
う
し
た
パ
ル

シ
ー
の
存
在
感
と
独
自
の
文
化
は
「
小
さ

な
巨
人
」
と
も
言
え
る
。

　
そ
の
マ
ラ
バ
ル
ヒ
ル
に
は
、
葬
祭
儀
礼

を
営
む「
沈
黙
の
塔
」が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

パ
ル
シ
ー
の
故
郷
イ
ラ
ン
で
も
中
止
さ
れ

た
鳥
葬
が
行
わ
れ
て
き
た
。
遺
体
を
鳥
に

食
べ
さ
せ
て
自
然
に
か
え
す
の
だ
が
、
最

近
は
こ
こ
で
も
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
ら

し
い
。
故
人
が
生
前
に
服
用
し
て
い
た
抗

生
物
質
な
ど
の
薬
の
せ
い
で
、
鳥
た
ち
が

小さな巨人たち
パルシー

大
村 

次
郷
（
お
お
む
ら 

つ
ぐ
さ
と
）

１
９
４
１
年
、旧
満
州
、新
京（
現
・
長
春
）

生
ま
れ
。写
真
家
。オ
リ
エ
ン
ト
、イ
ン
ド
亜

大
陸
、中
国
を
中
心
に
フ
ォ
ト
・
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
を
手
掛
け
る
。著
書
に「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
歴
史
と
今
が
わ
か
る
事
典
」（
岩
波
ジ

ュ
ニ
ア
新
書
）、「
パ
ン
が
い
っ
ぱ
い
」（
福
音

館
書
店
）な
ど
。

死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
の
だ
。

　
一
方
、
南
ア
ジ
ア
各
地
で
家
庭
料
理
の

撮
影
を
続
け
て
き
た
私
は
、
た
っ
て
の
願

い
を
ニ
ル
ハ
ル
さ
ん
に
伝
え
た
。

　「
ポ
ー
ク
を
使
っ
た
ヴ
ィ
ン
ダ
ー
ル
ー
・

カ
レ
ー
を
作
っ
て
く
れ
る
家
族
を
探
し
て

ほ
し
い
」。
す
る
と
、
隣
家
に
住
む
ド
ー

サ
夫
人
（
60
）
が
作
っ
て
く
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
カ
レ
ー
の
歴
史
を
語
る
の
に

不
可
欠
な
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
肉
の
タ
ブ
ー
が

多
い
イ
ン
ド
で
は
、
最
も
手
に
入
れ
に
く

い
豚
肉
を
使
う
。
こ
れ
を
口
に
で
き
る
の

は
パ
ル
シ
ー
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
け
だ
。

　
イ
ン
ド
学
の
第
一
人
者
、
辛
島
昇
東
大

名
誉
教
授
に
よ
る
と
、
名
前
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
料
理
「
ヴ
ィ
ー
ニ
ョ
・
エ
・
ア
リ
ョ
ス
」

豚肉とシナモン、コリアンダー、しょうが、クミン、コショウ、ニンニク、カ
ルダモン、唐辛子を圧力鍋で煮込む。酢を加えるのがヴィンダールー
カレーならではの特徴だ（2015年撮影）

が
イ
ン
ド
風
に
な
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
の
布
教
と
ス
パ
イ
ス
貿
易
に
か

か
わ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
持
ち
込
ん
だ

料
理
が
現
地
の
カ
レ
ー
と
混
ざ
り
合
っ
て

で
き
た
も
の
で
あ
る
。
作
る
過
程
で
知
っ

た
の
は
、
多
量
の
酢
を
入
れ
る
こ
と
だ
。

こ
れ
は
イ
ン
ド
に
は
な
い
味
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
到
来
し
た
地
は
、
１
９
６
１
年
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厳粛なペルシア建築のたたずまいを
見せるパルシーの寺院。一切の異教
徒を寄せ付けない威厳がある。門の中
央に掲げられているのは、右手を掲げ
るアフラ・マズダの姿（ファロハル）だ
（1984年撮影）

パルシーのニルハルさんの子ども
たちと、同じくパルシーのハキム
夫妻の子どもたち。壁に掛かって
いるのはゾロアスターの絵姿だ
（2014年撮影）

パルシーが乗るスクーターにも、
ファロハルの図柄が付けられて
いた（2011年撮影）

玄関の隅に描かれるスキ・ラホ
という吉祥文様。家人が平和で
あるようにという願いが込められ
ている（2013年撮影）

ゾロアスター（パルシー）教の入門式、ナオジョテ。白い紐「クスティー」と肌着「スドラ」を授かることで、正式にパルシーとなる（1984年撮影）

ま
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
だ
っ
た
ゴ
ア
で
あ

る
。
こ
こ
に
住
む
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に

愛
食
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
少
数
派
の

パ
ル
シ
ー
た
ち
も
食
べ
て
い
る
の
だ
。

　
ム
ン
バ
イ
、
そ
し
て
ゴ
ア
は
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
飲
み
込
ま
れ
ま

い
と
し
て
息
づ
い
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
食

文
化
の
街
で
あ
る
。

インドのパルシー寺院。中にはパルシーしか入れない。彼らの多くはビジ
ネスマンなどとして活躍し、豊かな生活をしている（1984年撮影）



Item

インド産業の父と呼ばれるジャムシェドジ・タタは財閥の創始者。インド東部ジャムシェドプルのタタ博物館で

タタ財閥
パルシー人といえば

パルシーの文化を
知ろう！

パルシー料理といえば

　ペルシャの伝統がインドの文化と融
合して生まれたパルシー料理。インドで
は珍しく豚肉や牛肉も使われることや、
スパイスが控えめで砂糖やドライフルー
ツなどを使った甘い味付けが特徴だ。
　中でもダンサクは、肉と野菜、豆のす
べてが一皿になった、インドでは珍しい
カレー。ダンサクにつきもののブラウン
ライスは、よく炒めたタマネギに砂糖を
加えて焦がし、米やスパイスと一緒に
炊き込んだやさしい香りのご飯だ。
　エリックサウスの稲田俊輔さんは、
「ダンサクは、インド国内や欧米のイン

ド料理屋では定番のメニューです。使
っているスパイスが日本のカレー粉に
近く、具だくさんで、親しみやすい味です
よ」と教えてくれた。豆さえあれば、肉も
野菜もあるものを使って作れる。
　エリックサウスでは残念ながらダンサ
クは食べられないが、ポークヴィンダー
ルーや南インド特有のスパイスが効い
た料理を楽しめる。

【RE C I P E】

【SHOP INFORMATION】

●材料（4人前）
マスールダル（皮むきレン
ズマメ）もしくはムングダ
ル（皮むき緑豆）100ｇ／牛
肉（角切り）400ｇ／野菜
（カボチャ、ナス、ホウレン草
などお好みで）計200ｇ／
サラダオイル大さじ４／タ
マネギ１個／ショウガ、ニ
ンニク各1かけ／トマト1個
／カレー粉大さじ２／塩小
さじ２／砂糖小さじ１

南インドカレー＆バル　
エリックサウス
〒104-0028
東京都中央区 八重洲２丁目１ 
八重洲地下街 中４号
営業時間：11:00～22:00
（土日祝～21:30）

豆はさっと洗い、水カップ２でやわらかくゆでる。
牛肉を水１カップ半とともに火にかけ、煮立ったらあく
を取り、弱火でふたをしてやわらかくなるまで煮込む。角
切りにした野菜を加え、火が通るまでさらに煮込む。
タマネギはみじん切りにし、ショウガとニンニクはすりつ
ぶすか細かく刻んでおく。トマトは１センチ角に切る。
鍋にサラダオイルを熱し、タマネギ、ニンニク、ショウガ
を炒める。きつね色になったら、トマトを加えて形が崩れ
るまで炒める。
カレー粉を加えてなじむまで炒め、塩と砂糖を加える。
❶の豆、❷の肉と野菜を煮汁ごと❺に加え、10分ほど煮
込む。ブラウンライスを添え、レモン汁を絞って食べる。

❶
❷

❸

❹

❺
❻

　インドでは少数民族のパルシー。しかし、特に経済面では、イン
ド国内はもちろん、世界でも強い存在感を発揮している。
　パルシーゆかりの有名人といえば、ロックバンド、クイーンのフレ
ディ・マーキュリーや、オーケストラ指揮者のズービン・メータなどが
挙げられるが、現在、世界に最も影響を与えているのはタタ財閥
（タタ・グループ）だろう。インド３大財閥の一つに数えられるタタ財
閥は、自動車会社タタ・モーターズや製鉄会社タタ・スチールなど、
各分野で世界有数の企業を多数抱える、インド経済の要だ。
　パルシーの伝説では、彼らの先祖たちがグジャラートの王に謁
見したとき、王は新しい民族に与える土地はもうないとして彼らの
定住を拒絶した。パルシーの祭祀長は王にコップに満たされたミ
ルクを求め、そこに砂糖
を加えて「この通り、われ
われは他の人々の中に
溶け込み、さらに豊かに
してみせます」と訴えて王
を説得したといわれる。そ
の言葉の通り、現在のパ
ルシーはインド経済を豊
かにするけん引役として
活躍している。

20世紀前半に活躍したJRD・タタは事業を多角化
し、エア・インディアの前身タタ航空を設立した

ダンサク

地球ギャラリー
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新 着 情 報

B  OOK

『極限高地　チベット・アンデス・エチオピアに生きる』
富士山より高い４,０００メートル級の寒冷地チベット、圧倒的な
自然の力が人々の心を支配するアンデス、３０００年に渡りユダ
ヤ・キリスト教の歴史を刻むエチオピア。一冊の写真集に、長年
にわたり、厳しい自然環境とそこに生きる人 を々追い続けてきた著
者がレンズに納めた、三つの「極限高地」に生きる人々の姿がま
とめられている。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

開催日時：８月２９日（土）午後１時～午後６時
会場：浅草 馬道通り～雷門通り
問：浅草サンバカーニバル実行委員会
TEL：03-3847-0038（9月中旬まで開通）
URL：www.asakusa-samba.org/

2013年／シリア、ドイツ／１時間29分／ドキュメンタリー
監督：タラール・デルキ
公開：８月１日（土）より渋谷アップリンク、中洲大洋映画劇場ほか全国順次公開
URL：www.unitedpeople.jp/homs/
配給：ユナイテッドピープル

『第34回浅草サンバカーニバルパレード
コンテスト』
1981年に始まった浅草サンバカーニバルパレードコンテストは、今で
は毎年約50万もの来場客でにぎわう一大イベントだ。地域や企業の
チームのほか、本場ブラジル・リオデジャネイロのカーニバルを手本と
するチームなど総勢約
5,000人が出演する。
各チームが繰り広げる
個性豊かなパフォーマ
ンスは圧巻そのもの
だ。この夏、情緒あふ
れる浅草で、熱いサン
バのリズムを楽しもう。

E  VENT

M  OVIE

B  OOK

『マップスらくがきワークブック』
子どもたちに、世界の国々に親しみを持ってもらいたい―。そん
な思いから生まれたこの本は、ポーランドの絵本作家夫婦によ
る、遊んで学べる画期的なワークブックだ。「オーストラリアに住
む動物の絵を描いてみよう」
「マヤ文明で使われていた絵
文字を作ってみよう」「あなた
が考えた国の地図を描いてみ
よう」などのユニークなテーマ
に挑戦しながら、世界への興
味が自然と芽生えてくるような
内容になっている。子どもはも
ちろん、大人も一緒になって
楽しめそうだ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

アレクサンドラ・ミジェリンスカ＆
ダニエル・ミジェリンスキ 作・絵
徳間書店
1,728円（税込）

写真提供：浅草サンバカーニバル実行委員会

『それでも僕は帰る ～シリア 若者たちが求め
続けたふるさと～』
2011年に始まったアラブの春。その影響を受けて、シリアで２人の青
年が立ち上がった。サッカーのユース代表チームで活躍していたバ
セットは、平和を訴えるシンガーとなり、若者のカリスマ的な存在に。友
人であるカメラマンのオサマは、デモの様子を撮影し、ネットで発信し
続けた。しかし、政府軍によって多くの市民が殺害された事件を機に、
バセットは武器を持ち、
戦い始める―。シリア
出身のタラール・デル
キ監督が、３年以上か
けて製作した本作は、
現地の人々の苦悩や
希望を映し出す。

野町和嘉 写真・著
日経ナショナルジオグラフィック社
4,968円（税込）
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3
1

2

﹇
５
月
号 
特
集
「
中
米
・
カ
リ
ブ
」
を
読
ん
で
﹈

■
私
の
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
の
矢
野
デ
イ
ビ
ッ
ト
さ
ん
の
言

葉
の
中
に
、
日
本
が
忘
れ
か
け
て
い
る
人
間
的
な
豊
か
さ
、
感

謝
の
心
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
常
日
頃
、
暮
ら
し

の
中
で
感
じ
て
い
る
日
本
へ
の
思
い
で
す
。
本
当
の
豊
か
さ
に
、

も
っ
と
気
付
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
／
６０
代
／
女
性
）

■
毎
号
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
時
間
と
お
金
の
都
合
な
ど
で

海
外
旅
行
に
行
け
ま
せ
ん
が
、
読
ん
で
い
る
と
海
外
旅
行
に
行

っ
た
気
分
に
な
り
、
心
が
潤
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
本
県
／
4０
代
／
女
性
）

﹇
６
月
号 

特
集
「
観
光
・
世
界
遺
産
」
を
読
ん
で
﹈

■
各
地
の
世
界
遺
産
を
健
全
に
暮
ら
し
の
中
で
守
り
、
皆
で
文

化
を
共
有
し
て
ど
う
役
立
て
て
い
く
か
は
難
し
い
問
題
で
す
ね
。

15
年
も
前
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
バ
ガ
ン
を
訪
ね
て
、
過
度
に
修
復
さ

れ
る
仏
教
遺
跡
を
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
日
本
の
多
面
的
な
協

力
で
、
現
地
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
な
る
観
光
整
備
と
世
界
遺

産
登
録
を
望
ん
で
い
ま
す
。　
　
　

  

（
愛
媛
県
／
4０
代
／
男
性
）

■
特
集
の
世
界
遺
産
を
読
み
な
が
ら
、
9
年
前
、
J
I
C
A
教

職
員
派
遣
事
業
で
訪
問
し
た
ヨ
ル
ダ
ン
の
ペ
ト
ラ
遺
跡
の
写
真

を
懐
か
し
く
見
ま
し
た
。
J
I
C
A
の
方
々
の
お
か
げ
で
ペ
ト

ラ
遺
跡
を
見
学
で
き
感
動
し
ま
し
た
し
、
日
本
の
協
力
に
よ
る

浄
水
場
の
整
備
、
カ
ラ
ク
遺
跡
の
保
存
と
い
っ
た
、
日
本
人
と

現
地
の
人
々
と
の
細
や
か
な
人
間
関
係
を
垣
間
見
て
、
胸
が
熱

く
な
る
思
い
で
し
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
を
逃
れ
た
サ
マ
ワ
の
人
々

も
研
修
し
て
い
て
、
平
和
の
大
切
さ
、
あ
り
が
た
さ
を
つ
く
づ

く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。　

  　

   （
香
川
県
／
4０
代
／
男
性
）
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“生命の木”に秘められた美容の力

©Yuki Asada

★バオバブオイルを５人にプレゼント！
　  →詳細は38ページへ

機械を使ってバオバブの種からオイルを抽出。ジュース
工場で処分されていた種も有効活用されている

M
O

NO-GATARI FROM
 m

u
n

d
i

Malawi

AUGUST

2015. NO.82

こんぽう

　マラウイ最大の商業都市、ブランタイ
ヤ。若者の活気あふれるこの街で、今、日
本でも注目を集める美容液が作られてい
る。“生命の木”と呼ばれるバオバブの種
から採取される「バオバブオイル」だ。長
いもので樹齢1000年にもなるバオバブ
は、サバンナでも自生できる優れた保水
能力を持つ。そのため、オイルは抜群の
保湿力を誇り、老化防止にも効果がある
とされている。
　国家プロジェクトとして一村一品運動
を進めるマラウイでは、各地域で、意欲
的な生産者グループが政府の支援ととも
に事業を展開している。その一環として
バオバブオイルを手掛けているのが、起
業家精神の旺盛な25人のメンバーだ。

2003年からは、日本の専門家や青年海外
協力隊も、デザイン、品質管理、市場開拓
などの面で協力を開始。その一人、岡田
鉄太さんは、「富裕層や海外の方にも受
け入れられるように、ボトルのデザインに
もこだわっています。現地のメンバーも、
当初に比べて梱包作業を丁寧に行うよう
になりました」と話す。
　商品は、現地の土産店やアンテナショ
ップで販売され、生産者も安定した収入
を得られるようになってきた。「持続的な
ビジネスを地域の人たちの手で展開して
いけるように、これからも協力を続けてい
きたい」と岡田さん。アフリカの大地が生
んだ驚きの美容効果を、ぜひ一度体感し
てみては。

マラウイ
ブランタイヤ

★商品は、オンラインショップ「オーガニックコスメのコ
コロコスメ」（www.cocorocosmeshop.com/）を通じ
て購入可能
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　私がまだ幼かったころ、故郷のイギリ
スのウェールズでは、産業の発展のため
に大規模な環境破壊が進んでいまし
た。その光景を目の当たりにして、悔しく
て仕方がありませんでした。そんな時、
たまたま見たドキュメンタリー映画で、イ
ヌイットの生活を知り、「これだ！」と思
ったのです。たくましくて、格好よくて、
この人たちと一緒に暮らしてみたいと思
い、北極探検家になることを決意しまし
た。それが、12歳の時です。
　５年後、北極海周辺に生息するケワ
タガモの研究を行うため、初めて北極
圏に渡りました。ツンドラの中を歩き、
生息地に向かっていると、不思議なこと
に、バスの音や教会の鐘といった幻聴
が聞こえ始めました。しかし、それも次
第に聞こえなくなり、最終的に、自然の
音だけの世界に入ったのです。それが、
どれほど嬉しかったことか。自然の素晴
らしさを肌で感じ、それ以降も度々、北
極の調査探検を行うようになりました。
　22歳の時、空手の修行のために初め
て日本を訪れました。その時に出会った

のは、さまざまな種類の木々が存在する
美しい森でした。私は一瞬で、日本が大
好きになりました。
　しかし、30歳になって再び日本に戻
った時には、状況が一転していました。
次 と々伐採されていく原生林、放置され
た雑木林、水源地に捨てられた産業廃
棄物。絶望のどん底にいた私に、知り合
いだったウェールズの政府の人から、
「今のウェールズの姿を見に来てくださ
い」と書かれた手紙が届いたのです。何
年かぶりに訪れたふるさとは、炭鉱の跡
地だった場所は緑に変わり、汚染されて
いた川にはサケやイワナが戻り、子ども
のころとは全く違う景色が広がっていま
した。人々の努力によって環境は変えら
れるということを知り、強く感じたので
す。自分にもできることはある―。その
時、日本の森を再生させることを心に決
めました。
　それから、私は長野県黒姫の放置さ
れていた土地を購入し、勇気をくれたウ
ェールズの森の名前にちなみ、「アファ
ンの森」と名付けました。荒れ放題だっ

た森の間伐を行うことから始め、水路
の整備や、鳥の巣箱の設置など、さまざ
まな取り組みを進めていくうちに、絶滅
危惧種を含む多くの生物が森にかえっ
てきたのです。
　これまで、さまざまな国で環境保護に
取り組んできましたが、最後の冒険の場
所は、大好きな日本と決めています。
今、私が目指しているのが、馬と一緒に
アファンの森や山々を歩く「ホーストレッ
キング」を広めることです。誰でも気軽
に楽しむことができるこの冒険は、多様
な生物や植物に触れながら、森林が持
つ癒やしの効果を満喫できる体験にな
ると信じています。そしてこれからも、自
然の大切さと素晴らしさを、伝え続けて
いきたいと思っています。

私の 愛する森を守りたい

作家、ナチュラリスト   C.W.ニコル

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1949年、イギリス・ウェールズ生まれ。17歳で初めて
カナダの北極圏に渡って以来、12回にわたり北極地
域を調査。また、エチオピアのシミエン山岳国立公園
を創設し、初代公園長を務める。80年には長野県に
居を定め、荒れ果てた里山を購入。「アファンの森」と
名付け再生活動を始める。現在、「一般財団法人
C.W.ニコル・アファンの森財団」の理事長を務め、さ
まざまな環境保護活動を展開している。
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